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第１章 序  論 

 

１ 大垣市未来ビジョンの構成 

  大垣市未来ビジョンは、基本構想、基本計画、実施計画にて構成されています。 

 

⑴ 基本構想 

  未来の本市のあるべき姿を示した、今後の市政運営の指針となるものです。 

 

⑵ 基本計画 

  基本構想の実現のための施策を体系的に定めた、市政運営を総合的かつ計画的に進め

ていくためのものです。 

 

⑶ 実施計画 

  基本計画に示した施策を計画的かつ効率的に実施するため、具体的な事業を示したも

のです。 

 

２ 大垣市未来ビジョンの計画期間 

 

⑴ 基本構想 

2018年度（平成30年度）から30年後にあたる2047年度（令和29年度）を目標年次とし

ます。 

 

⑵ 基本計画 

2018年度（平成30年度）を初年度とし、基本構想の目標年次である2047年度（令和29

年度）まで、第1期から第6期、5年間毎に区分して策定します。 

 

⑶ 実施計画 

計画期間は1年間とし、毎年度策定するものとします。 
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［体 系］ 

        

        

        

        

        

        

 

［期 間］ 

（年度） 

区  分 
2018～2022 

(H30～R4) 

2023～2027 

(R5～R9) 

2028～2032 

(R10～R14) 

2033～2037 

(R15～R19) 

2038～2042 

(R20～R24) 

2043～2047 

(R25～R29) 

基本構想                               

基本計画                               

実施計画 

                              

                              

                              

                              

                              

  

「基本構想」 

30年後のビジョン 

「基本計画」 

基本構想実現に向けた 

施策の総合的・体系的計画 

「実施計画」 

具体的な事業計画 

単年度の予算 

「個別計画」 

・都市計画マスタープラン 

・みどりの基本計画 

・スマートシティ推進計画 

・産業振興指針 

・農業ビジョン 

・観光戦略指針 

・雇用戦略指針 

・排水基本計画 

・地域防災計画 

・エコ水都環境プラン 

・一般廃棄物処理基本計画 

・地域再エネ導入戦略 

・生き活きヘルスプラン 

・地域福祉計画 

・男女共同参画プラン 

・子育て支援計画 

・教育振興基本計画 

・行政経営戦略計画 など 

 

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 



第１章 序  論 

3 

３ 目標人口 

  本市では、人口減少の現状を把握・分析し、人口減少問題に関して市民の皆さんと認

識の共有化を図るとともに、今後の本市の目指すべき方向性を提示するため、2015年度

（平成27年度）に「大垣市人口ビジョン」を策定し、2060年（令和42年）における本市

の目標人口を15万人に定めました。 

  目標人口のベースとなった、国立社会保障・人口問題研究所が行った2013年（平成25

年）の推計（以下、「社人研推計（2013）」とします。）と、同研究所が2018年（平成

30年）に行った再推計（以下、「社人研推計（2018）」とします。）の結果から、本市

の人口減少の進行が緩やかになりつつあり、これまでの取り組みの効果が表れてきてい

ると考えられます。 

こうしたことから、引き続き、未来ビジョンにおいても、｢大垣市人口ビジョン｣に準

拠し、基本構想の目標年次である2047年度（令和29年度）の目標人口を、15万4千人と

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  データ引用元：大垣市人口ビジョン、社人研推計 

 

［計画期間毎の目標人口］ 

（年度・人） 

2027(R9) 2032(R14) 2037(R19) 2042(R24) 2047(R29) 

158,500 157,500 156,500 155,300 154,000 
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大垣市人口ビジョン 社人研推計（2013） 社人研推計（2018）

154,000
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４ 土地利用方針 

  本市は、日本列島のほぼ中央に位置し、名古屋までは約44km、大阪までが約146㎞と

大都市圏に近い生活圏の中に位置しています。本市の面積は、206.57㎢ですが、合併に

より飛び地になっており、東に墨俣地域、南西には上石津地域があります。市域は揖斐

川、長良川など多くの一級河川が流れる水郷地帯となっています。 

基本構想に定めた未来都市像の実現に向けては、それぞれの地域特性を踏まえながら、

人口減少・少子高齢化社会の進行や社会経済情勢の変化など、様々な課題を考慮した土

地利用が必要となります。 

未来ビジョンでは、第五次総合計画における都市構造を継承し、次のとおり、土地利

用方針を定めます。 

 

⑴ 都市的土地利用 

大垣地域及び墨俣地域の市街化区域については、｢大垣市都市計画マスタープラン｣に

基づいた土地利用を推進し、都市の活力を維持していくため、集約型都市構造への転換

を考慮して、住宅等が密集した市街地の安全性の強化や、道路・公園等の都市基盤の整

備を進めるとともに、教育・福祉・文化施設等の環境が整った市街地の形成を図ります。 

また、都市機能の拠点の拡充・整備に向け、中心市街地の再生、名神高速道路や東海

環状自動車道、国道などへのアクセス性を生かした産業や商業の誘導などを図ります。 

 

⑵ 自然的土地利用 

上石津地域については、緑の里山や森林資源など、恵まれた自然環境の保全と、その

環境を生かした土地利用を図るとともに、地域振興に資する土地利用を推進します。 

揖斐川、長良川、牧田川、杭瀬川、犀川などの各河川の水辺については、河川敷を生

かし、人と自然とのふれあいの場を創出します。 

市街化調整区域などについては、農業の振興を図るため、農地の保全・再整備を進め

るとともに、良好な農村景観の保全・再生、集落の生活環境の整備、小河川等の水辺の

環境整備などを進めます。 
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第２章 基本構想 

 

１ 未来ビジョン策定の趣旨 

本市では、社会経済情勢の変化に柔軟に対応するため、これまで五次にわたり総合計

画を策定し、様々な施策を計画的かつ積極的に進めてきました。 

そうした取り組みにより、県内有数の産業・情報都市として、また、水と緑、歴史と

文化の調和した西美濃地域の中心都市として、着実な成果をあげてきました。 

一方、未来に目を向けると、人口減少と少子高齢化社会の急速な進行、グローバル化

の進展、いつ発生してもおかしくない南海トラフ巨大地震、情報通信の急速な発展等に

よる生活形態の変化、市民ニーズの多様化、国や地方の厳しい財政状況など、本市を取

り巻く社会経済情勢はこれまで以上に大きく変化していくことが想定されます。 

こうした環境の変化に的確に対応し、未来を明るいものにするためには、現代の子ど

もたちが主役となる次世代を見据えた本市のあるべき姿を明確にし、その実現に向けて

の計画を定め、社会の趨勢にあわせてその計画の見直しを図りつつも、根幹は揺らぐこ

となく未来へ前進していく体制を構築しなければなりません。 

そこで、これまでの総合計画を継承しつつ、現代の子どもたちが主役となる30年後の

本市のあるべき姿を未来都市像として定め、その未来都市像を実現するための方向性を

示した、大垣市未来ビジョンを策定することにしました。 

市制100周年の節目の年である2018年度（平成30年度）を初年度とするこのビジョン

は、次の100年に向けての道筋となるものであり、希望あふれる未来へと歩みはじめま

す。 
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２ 時代の潮流と未来の展望 

 

⑴ 人口減少・少子高齢化社会 

国立社会保障・人口問題研究所の人口推計によると、本市の人口は2010年（平成22年）

から減少傾向に転じ、2050年（平成62年）には120,465人（2010年に比べ40,695人減少）

まで減少すると推定されています。 

また、生産年齢人口（15歳～64歳）は64,139人（2010年に比べ40,386人減少、割合は

53.2％）、老年人口（65歳以上）は43,752人（2010年に比べ4,954人増加、割合は36.3％）

になり、生産年齢人口約1.47人で1人の老年人口を支えることになります。 

このような人口減少・少子高齢化社会では、老年人口の増加による社会保障費の増大

とそれに伴う生産年齢人口への負担増、人口の減少に伴う空き家の増加や、税収の減少

による地方財政の悪化、生産年齢人口の減少に伴う経済産業の衰退など、様々な問題が

発生します。 

人口減少というこれまでに経験したことのない社会の転換期に直面する中、こうした

流れに歯止めをかけ、人口を維持していくためには、子育て日本一のまちの取り組みの

更なる推進による出生率の向上や、雇用の創出等により若い人が夢や希望をもって住み、

働ける環境づくり、交流人口の増加を目的とした観光振興などを積極的に進めていく必

要があります。 

 

⑵ 社会経済情勢の変化 

  我が国の経済状況は、緩やかな回復傾向にありますが、人口減少に伴う生産人口の減

少、非正規雇用の増加といった雇用環境の変化など、社会経済に影響を及ぼす様々な課

題があります。 

一方で、グローバリゼーションと情報通信技術の深化により、ヒト・モノ・カネ・情

報は国境を自由に越え、市場は拡大し続けていきます。国では、人口減少に伴う内需減

少への対策として、インバウンド推進を重要施策と位置づけており、2020年（平成32年）

の東京オリンピック・パラリンピックを契機に、外国人観光客の増加が予想されます。 

  このような中、本市においては、商工業、農林業、観光業といった業種を問わず、地

域特性を生かした競争力の向上を支援することで、安定的な雇用の確保に努め、生産人

口を維持していく必要があります。また、「大垣祭の軕行事」をはじめとする、魅力的な

観光資源を生かした国内・海外からの観光客の取り込みも重要となります。 
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⑶ 高度情報化社会の進展 

情報通信技術は進展を続け、単なる情報のやり取りに限らず、人工知能を使った自動

運転技術による交通形態の変化、介護ロボットをはじめとしたロボットの実用化、テレ

ワークによる雇用形態の多様化など、交通・産業・医療・福祉といったあらゆる分野に

必要不可欠な技術となり、地域社会にこれまで以上に深い影響を及ぼすと予想されます。 

この高度情報化された社会では、情報がもつ重要性や機密性は高まり、生活スタイル、

市民ニーズもいっそう多様化することが想定され、行政においては、これまで以上に柔

軟・迅速・正確な運営が必要になります。 

また、ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）の普及拡大により、情報のや

りとりは増える一方で、実際にくらす地域の中での人と人のつながりは、人口減少と相

まって希薄化していくと考えられます。 

そのため、市民一人ひとりが、地域の中で心のあたたかさにふれ、つながりを感じら

れるようなまちづくりを推進し、本市の基盤となる地域社会を永続的なものにする必要

があります。 

 

⑷ エネルギー情勢の変化と環境保全 

  国のエネルギー政策においては、化石燃料の枯渇やＣＯ2排出量の増加に伴う地球温

暖化問題への対策、原子力の推進といった様々な取り組みが実行されてきました。 

しかし、東日本大震災により、原子力発電によるエネルギー供給の脆弱性が判明した

ことで、日本のエネルギー政策は、従来の課題に加え、再生可能エネルギーへの利用転

換、電力供給不足などの新たな課題に直面しています。 

また、国民の中でも、節電・省エネルギーに対する意識は大きく高まっています。 

  このように、エネルギー情勢が大きく変化していく中、本市においては、エネルギー

転換への対応の促進、節電・省エネルギーへの啓発、リサイクルの促進による資源循環

型のまちづくりなど、限られた資源を無駄なく活用していくとともに、自噴水や河川な

どの水環境、上石津地域を中心とした緑の里山など、恵まれた自然と共生しながら、そ

の利活用と保全を図り、きれいな水と豊かな緑を未来へと継承していく必要があります。 
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⑸ 予期せぬ自然災害の発生 

東日本大震災や、集中豪雨による河川氾濫、土砂災害など、日本全国で予測不可能な

災害が頻発しており、特に発生が懸念されている南海トラフ巨大地震については、今後

30年間の発生確率が70％程度であり、いつ発生してもおかしくない状況となっています。 

本市は、南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されており、市全域が震度5強以上、

特に大垣地域は広い範囲で震度6弱から6強、墨俣地域は全域が震度6強と予想され、ゆ

るい地盤のほとんどの範囲において液状化が発生し、大きな被害が発生すると想定され

ます。 

このため、2020年度（平成32年度）に完成予定の新庁舎を防災の拠点として、防災・

減災対策を強力に推進するとともに、市民一人ひとりの防災意識の向上を図り、市民、

行政が一体となって災害に対応する体制を強化していく必要があります。 

 

⑹ 公共施設の維持管理 

国は、中央自動車道笹子トンネル事故を教訓に、インフラの維持管理を重要課題とし、

インフラ長寿命化基本計画を策定するなどの取り組みを開始しています。 

本市においても、高度経済成長期以降に整備した市民会館や文化会館などの市民文化

施設、市民病院や老人福祉センターなどの医療福祉施設、学校や保育園などの教育・保

育施設、道路、橋りょう、排水機場、揚水機場、上下水道施設など、公共施設やインフ

ラが更新時期を迎え、今後発生する維持更新費に市の財政は圧迫されていきます。 

そのため、施設等の老朽度や利用状況などを把握し、総合的かつ長期的な視点をもっ

て更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行い、財政負担を軽減・平準化していくとと

もに、市民が安心してくらせる生活基盤を維持していく必要があります。 

 

⑺ 地方分権と地方創生 

  地方が自立し、地方の実情にあわせた行政サービスを提供することを目的とし、国か

ら地方、都道府県から市町村への権限移譲や、地方への規制緩和など、これまで地方分

権に係る様々な施策が実施されてきました。そして、2014年度（平成26年度）には「ま

ち・ひと・しごと創生法」が公布され、地方創生が本格化し、地方が中心となって人口

減少対策に取り組むなど、地方が国を支え、行政の主役となる時代が到来しました。 

本市においても、西美濃地域の中心都市として、地域性、独自性をもたせながら、活

力ある持続可能なまちづくりを推進し、人口維持に全力で取り組む必要があります。 

 

これからの30年間では、このように様々な問題・課題が発生すると考えられます。これ

らの問題を乗り越えていくためには、本市としてめざす姿を未来像として明確に定め、そ

の未来像を「どう実現していくか」を計画し実行していくことが重要と考えます。 
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３ 未来都市像 

 

「みんなで創る 希望あふれる産業文化都市」 
  

未来を明るいものにするためには、本市の将来を担う現代の子どもたちが主役となる

次世代を見据えて、未来の本市のあるべき姿を明確にし、揺らぐことなく未来へ前進し

ていく体制を構築しなければなりません。 

明確な未来像を想像し、それに向けて事業を進めるのと、そうでない場合では、未来

の都市の姿は大きく異なると考えます。そこで、現代の子どもたちが主役となる30年後

の本市のあるべき姿「未来都市像」を「みんなで創る 希望あふれる産業文化都市」と

して定めます。 

 

本市は、伊吹山系と揖斐川水系のもつ美しい自然に囲まれた良好な生活環境を有する

都市として、また、先人たちの弛まぬ努力により、西美濃地域の経済・文化の中心都市

として、今日まで発展してきました。 

現在を生きる私たちには、その礎をより強固にし、希望と笑顔があふれるまちを、次

の世代へとつないでいく使命があります。 

この未来都市像は、市民と行政が力をあわせて希望に満ちあふれた幸せなまちを創造

している、そんな未来の実現をめざす姿勢を示しています。 
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４ 未来のピース 

未来都市像を実現するため、未来都市像を構成するまちの姿を｢未来のピース｣として

定めます。これには、パズルのように、ピース全てがそろうことで「みんなで創る 希

望あふれる産業文化都市」が実現するという思いが込められています。 

 

⑴ みんなが住みやすいまち（ピース１：都市基盤） 

 

① 快適・便利な都市環境 

 【住みやすい地域】 

  居住地と医療、福祉、商業等の施設がまとまって立地するよう公共交通と連携したま

ちづくりにより、利便性が向上したことで、サービス産業の活性化や消費の拡大が促進

され、まち全体に活力があふれています。 

 

 【魅力的な都心環境】 

中心市街地は、活気あふれる店舗や公共施設などが充実し、老若男女を問わず市民が

集い、さらに市内外からのお客さんで賑わっており、生活の利便性も向上しています。

それに伴い、居住空間としての魅力が向上したことで、中心市街地の居住人口は増加し、

活気あふれるまちになっています。 

 

【やすらぎの空間とまちなみ】 

市内には、市民の憩いの場として公園や緑地などが整備され、どこにいても自然を感

じることができ、くらしに豊かさを与えてくれています。 

水門川や自噴水といった水を生かしたまちなみ形成とともに、中山道赤坂宿や美濃路

大垣宿、墨俣宿など、歴史的な趣あふれる景観も形成され、古き良き時代の雰囲気も感

じ取れるまちとなっています。 

 

【快適な上下水道】 

揖斐川水系の豊富な地下水を生かした上水道により、安全でおいしい水が安定して供

給され、私たちの生活に潤いをもたらしてくれています。下水道についても、計画的な

施設整備と施設管理により、衛生的で快適な生活を送ることができています。  
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② 快適・便利な交通ネットワーク 

 【便利な交通網】 

自動運転技術の進化により、人工知能を搭載した自動走行車が実用化され、交通事故

は減少しており、安全な車社会が形成されています。また、各自動車が最適なルートや

車線を選択することで、交通の流れはスムーズになり、交通渋滞は緩和されています。 

電車やバスといった従来の公共交通機関に、自動運転などの新しい技術が搭載され、

安全性や快適性が高まるとともに、市民ニーズにあわせた路線整備や確実な定刻運転に

より、利用者の利便性は高まっています。 

 

 【人にやさしい道路】 

徒歩、自転車、車といった交通手段にあわせた道路整備とともにバリアフリー化が進

んだことにより、人にも車にもやさしい道路になっています。 

また、道路ネットワークの整備により、市内の様々な場所へのアクセス性が向上する

ことで、公共施設や観光施設、商業施設等の利用者は増加し、交流人口は増えています。 

 

 

③ くらしとつながる情報通信 

 【情報通信がくらしを変える】 

公共施設の利用予約や学校への登校状況管理、市役所内の手続き、排水機場や道路な

どの社会インフラに至るまで、あらゆる社会システムが、人工知能などの新たな技術を

活用した通信ネットワークを介して、利用できるようになっています。これに伴い、市

民は快適で利便性の高い生活を営むとともに、システムの維持・管理の低コスト化や、

災害時やセキュリティ上の安全性は大きく向上しています。 
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⑵ みんなが元気なまち（ピース２：産業振興） 

 

① 持続的な経済発展 

 【産業の振興】 

 名神高速道路、東海環状自動車道のインターチェンジや、国道21号、国道258号など

が市内を縦横に走る地の利を生かし、大都市圏からの企業誘致が進んでいます。道路の

沿線ではそのアクセス性を生かしたものづくり産業が、ソフトピアジャパン周辺には情

報産業が集積するなど、市内の産業は持続的に発展しています。 

 また、産業分野におけるロボット活用も本格化し、生産性の向上が図られるとともに、

人間はより知能的かつ創造的な業務を行うことで、新たな産業や雇用が生まれています。 

新産業の創出や雇用機会が増えることで、市外からの移住者の増加とともに、高齢者、

女性、障がい者や外国人の働く場も増えています。働き方は多様化していますが、市内

の企業は柔軟に対応しており、労働力が確保されることで、地域経済はますます活性化

しています。 

 

 【地域の資源を生かす】 

農業は生産から流通までがシステム化されることで、コストパフォーマンスの高い農

作物が生産されています。農業を学ぶ環境も整備され、新規で農業にチャレンジする若

者も現れます。農業技術の進歩により、工場などの屋内で農作物を育てる農業企業の設

立など、新分野の農業も活発に行われています。 

また、上石津地域を中心に、豊富な森林資源を活用した新たな産業が確立されるなど、

森林をより身近に感じられるようになります。 
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② 魅力的な観光資源 

 【行ってみたくなるまち】 

国重要無形民俗文化財、ユネスコ無形文化遺産に登録された「大垣祭の軕行事」を中

心に、大垣まつりの知名度は飛躍的に向上しています。観光ビッグデータを活用し、観

光客の滞在時間や消費動向などの分析により、まつりをＰＲする対象を明確にし、ＳＮ

Ｓなどを活用した最適な情報発信を行うことで、高山祭と肩を並べる、岐阜県を代表す

る全国的なまつりになっています。 

さらに、大垣まつりの知名度の向上に伴い、奥の細道むすびの地などの観光資源も注

目を浴びたことで、国内だけでなく、海外からの観光客も増加しています。 

また、新たな地域資源も生み出され、流動・滞在人口が増加し、市内の商店や飲食店

などの商業施設は、各地で賑わいを見せ、地域経済の循環や活性化にもつながっていま

す。 
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⑶ みんなが安心するまち（ピース３：生活環境） 

 

① 災害への備え 

 【災害に強いまち】 

いつ発生してもおかしくない南海トラフ巨大地震や集中豪雨などの災害に対しては、

新庁舎を中心とした公共施設の耐震化や治水対策、防災拠点の整備など、災害に強いま

ちづくりが進んでいます。 

また、防災に関する教育や訓練により、地域住民の防災意識は向上しており、災害が

発生してもお互いに助けあえるなど、ハード・ソフトの両面から防災力の高いまちにな

っています。 

 

 

② くらしの安全 

 【安心・安全なまち】 

通学路をはじめとする道路の危険箇所の対策により、交通安全施設の整備も適切に行

われており、歩行者も車も安心して通行することができています。 

また、適切に配置された防犯カメラや、地域ボランティアによる防犯活動などにより、

犯罪や事故の発生件数は少なく、安全なまちになっています。 

さらに、空き家を生かした移住施策や、空き家の有効活用などの対策も進んでおり、

様々な分野でくらしの安全が確保され、安心して生活できるまちになっています。 
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③ 自然との共生と環境保全 

 【自然とともにくらす】 

  太陽光エネルギーをはじめとする様々な自然エネルギーは、日々のくらしを営むため

の重要なエネルギーになっています。また、エネルギーの研究は発展を続け、バイオエ

ネルギーなどの新しいエネルギーが実用化され、公共施設や住宅、工場、商業施設など

への導入が進むとともに、省エネルギーをはじめとした環境負荷の低減や、自然との共

生への意識向上も図られています。 

 

【良好な環境の保全】 

 エネルギー意識の向上は、ごみ問題に対する意識向上にもつながっています。物を使

い捨てる時代から、良い物を長く使うようになっています。また、これまで廃棄物とさ

れていたものが資源になるなど、資源としての再利用が進み、資源循環が形成されるこ

とで、ごみの量は低減しています。 

同時に、本市の誇るきれいな水を守る取り組みも進められ、自噴水や市の魚であるハ

リヨが生き生きと泳ぐ水辺環境が市内に形成され、市民の憩いの場となっています。 
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⑷ みんながあったかいまち（ピース４：健康・福祉・人権） 

 

① 健やかにくらせる環境 

 【健康を守る医療】 

  予防接種や健康診断などの医療技術の向上により、病気の予防や早期発見・治療が促

進されるとともに、病気や症例ごとのビッグデータについての調査分析も進み、市民病

院のもつ膨大な患者データが活用され、新しい治療法の確立にもつながっています。 

長寿を下支えする医療分野の技術的な進歩は目覚しく、治療が難しかった病気も、完

治できるようになっています。また、工業・化学技術を医療に応用した医工連携などの

取り組みにより、これまで医療とは関係の無かった分野の産業が医療産業に進出し、こ

れまでにない革新的な医療器具や治療技術などが開発されています。 

市民病院と地域の医療機関との連携体制が様々な医療分野で確立され、高度医療と通

常医療の住み分けにより、一人ひとりの症状にあった治療体制が整えられ、医療への不

安のない、安心した生活を営むことができています。 

 

 【健康づくりの意識向上】 

  ウェアラブルデバイス（身体に装着して利用する通信端末）などの情報通信技術を活

用した健康管理が一般化しており、自身の健康状態を自分で把握できることで、健康へ

の意識が高まり、市民は健康にくらしています。 

また、生きがいや健康増進のための様々な地域活動により、高齢者の方を中心に生涯

を通じた健康づくりへの意識が高まることで、生き生きとくらす人が増え、市民の健康

寿命は延びています。 
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② 地域のつながり 

 【つながり、支えあう】 

  行政、地域住民、ボランティア、ＮＰＯ法人、社会福祉協議会等が協力した、地域の

実情にあった多様なサービスの提供により、心身や経済状況の不安は軽減され、誰かの

助けを必要とする人もそうでない人も同じ社会の一員として認めあう意識が高まってい

ます。 

そのため、年齢、障がいの有無、経済状況等にかかわらず、誰もが地域社会の一員と

して、地域社会の様々な活動に参加することで、お互いに協力し支えあう意識も高まり、

安心とぬくもりを感じながら、生き生きと自立した生活を営んでいます。 

また、市民が住みなれた自宅や地域でくらし続けられるよう、医療や介護支援サービ

スなどが一体的に提供される環境が整っています。 

 

【多文化・多世代でつながる】 

本市には様々な国の人が住んでおり、子どもから大人まで、異文化交流が行われ、日

本人と外国人といった見えない壁を越え、お互いが対等なパートナーとして理解し、手

を取りあってくらしています。同じまちにくらす仲間として、外国人が地域活動などに

参加しやすい環境が醸成されています。 

日本人や外国人だけでなく、性別や年齢、居住地や職業などにとらわれず、それぞれ

の立場でお互いを尊重しあい、高めあうことで、あったかい社会が確立されています。 
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⑸ みんなが成長するまち（ピース５：人づくり） 

 

① 人づくりはまちづくり 

 【子育てするならこのまちで】 

子どもの医療費無料化や小児救急体制をはじめとした、従前より推進してきた子育て

日本一のまちの取り組みにより、「子育てするなら大垣市」のイメージが浸透し、日本

全体の少子化が進む中、本市の子どもの人口は増加しています。 

妊婦健診や不妊治療に対する充実した支援にはじまり、出産後の育児健診、保育園や

幼稚園の待機児童ゼロ、病児保育などの子育てしながら働ける環境の整備など、妊娠か

ら出産、子育てに至るまでの切れ目のない支援により、妊娠を望む夫婦や子育て世代の

移住は増加しています。 

子ども会、青年団体などの活動も活発で、家庭や学校以外でも遊び・学ぶことができ、

地域ぐるみで子どもを育てていく環境が醸成されています。 

 

 【学びが大切にされるまち】 

本市の学校で学んだ人材は、市内だけでなく、日本全国や、世界中で活躍しています。

授業レベルの向上とともに、各学校がそれぞれに特色ある教育を生み出し、競いあいな

がらも、学校の垣根を越えた連携体制も構築され、お互いに高めあえる教育環境が形成

されています。外国人も、特別な支援が必要な子どもも、みんな楽しく学校に通ってい

ます。 

また、市内の児童や生徒、学生は、情報通信技術を活用した授業等の積極的な実施に

より、次世代の情報通信社会を担う人材になっています。 

学校だけでなく、地域、家庭、企業など、様々な主体が連携して、子どもは宝、人材

は人財の考えのもと、大切に育てる環境が構築されています。 
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② 多様な生活を育む 

 【人生に彩をもたらす】 

ワーク・ライフ・バランスの推進や、平均寿命が延びたことにより、自分の時間を有

効活用できるようになり、自己表現や自己研鑽などについて学習するニーズが高まって

います。 

また、個性や経験を生かした社会参加や地域貢献などの活動を通じて生きがいを実感

できる人が増え、充実した生活を営んでいます。 

さらに、生涯にわたって健康を維持するため、学習と同様にスポーツについても意識

向上がみられ、週末などは市内各地でスポーツ活動が実施されており、地域のスポーツ

団体などの活動も盛んに行われています。 

 

 【郷土・文化を愛する】 

芸術や文化は、人々に感動や生きる喜びをもたらすとともに、心豊かな生活を実現す

る上で不可欠なものです。本市には、国指定の史跡昼飯大塚古墳や史跡美濃国分寺跡、

国の名勝指定を受けた大垣船町川湊や大垣城など、質の高い文化財が多くあります。 

子どもの頃から「文教のまち・大垣」の礎を築いた大垣藩主・戸田公の歴代にわたる

文教施策や、江戸時代後期から幕末にかけて活躍した江馬蘭斎らの先賢の偉業について、

奥の細道むすびの地記念館などの施設を通じて学ぶ機会が数多くあることで、感性や情

操を培うとともに、文化財に誇りと愛着をもち、豊かな人間性と多様な個性が育まれて

います。 
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⑹ みんなが主役のまち（ピース６：市民協働） 

 

① 市民が主役のまち 

 【市民一人ひとりが主役】 

生涯学習活動やボランティア活動など、市民が様々な目的に向かい、力をあわせて活

動している団体が数多くあります。市民一人ひとりが、大垣の未来を創るのは自分であ

るという意識をもち、市民が主体的にまちづくりに参画しています。 

 

【地域コミュニティ】 

地域コミュニティの中心となる地区センターなどでは、地域住民が中心となったまち

づくり活動が活発に行われています。 

また、市役所は、時代の趨勢や市民ニーズにあわせて、柔軟に変化しています。窓口

のワンストップ化や、庁内案内、窓口業務のロボット化などにより、利便性は向上して

います。 

 

 

② まちのひろがり 

【まちとまちをつなぐ】 

西美濃地域の市町との連携により、行政サービスの効率化が進み、サービスは向上し

ています。また、観光などの分野においては、地域の個性や魅力をあわせることで、相

乗効果を生み出すとともに、市民団体などの地域間交流も活発に行われています。 

さらに、奥の細道に関わる自治体との連携や、フレンドリーシティや民間団体との交

流も進んでいます。 
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５ 基本構想の体系図 

 

 未来都市像  

 みんなで創る 希望あふれる産業文化都市  

             

             

             

未来のピース         
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第３章 第２期基本計画 

 

第１節 第２期基本計画の概要 

 

１ 目  的 

  本市では、2018年度（平成30年度）から、未来都市像の実現に向けて「大垣市未来ビ

ジョン第１期基本計画」をスタートし、計画期間内において重点的に取り組むべき戦略

である未来創造戦略と、未来のピース毎に施策を体系化した分野別計画に基づき、市政

運営を総合的かつ計画的に進めてきました。 

  この間、全国的な人口減少・少子高齢化のさらなる進行や高度情報化社会の進展、地

球規模で進行する気候変動、新型コロナウイルス感染症の蔓延、公共施設の老朽化など、

本市を取り巻く社会経済情勢は大きく変化しています。 

第２期基本計画では、こうした時代の変化に対応できるよう、第１期基本計画に基づ

き進めてきた本市の取り組みに加え、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）やカ

ーボンニュートラル（脱炭素）、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）などの考え方を新た

に取り入れ、引き続き、2047年度（令和29年度）の未来都市像の実現と目標人口154,000

人の達成をめざし、市政運営を総合的かつ計画的に進めていくために策定するものです。 

 

２ 期  間 

この計画は、2023年度（令和5年度）を初年度とし、2027年度（令和9年度）を目標年

次とする5か年の計画です。 

 

３ 構  成 

  この計画は、「選ばれるまち大垣」創造プロジェクト及び分野別計画で構成していま

す。 

 

⑴ 「選ばれるまち大垣」創造プロジェクト 

  基本構想の実現に向け、重点的に取り組むべきプロジェクトを示します。 

 

⑵ 分野別計画 

  未来のピース毎に施策を体系化し、計画期間内において取り組む施策の概要等を示し

たものです。  
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■ 基本構想と第２期基本計画の体系図 

 
         

    基本構想     

            

 ■ 時代の潮流と未来の展望 

 

１ 人口減少・少子高齢化社会     ５ 予期せぬ自然災害の発生 

２ 社会経済情勢の変化        ６ 公共施設の維持管理 

３ 高度情報化社会の進展       ７ 地方分権と地方創生 

４ エネルギー情勢の変化と環境保全  

 

  

  

            

 ■ 未来都市像   ｢みんなで創る 希望あふれる産業文化都市｣  

            

  ■ 未来のピース 

 

 １ みんなが住みやすいまち  ４ みんながあったかいまち 

 ２ みんなが元気なまち    ５ みんなが成長するまち 

 ３ みんなが安心するまち   ６ みんなが主役のまち 

 

 

 

  

  

         
         

            

         

    第２期基本計画     

            

  ■ 「選ばれるまち大垣」創造プロジェクト 

  基本構想の実現に向け、重点的に取り組むべき戦略 

  

            

 ■ 分野別計画 

  未来のピース毎に各分野における施策を位置づけ 

 

１ みんなが住みやすいまち（都市基盤） 

２ みんなが元気なまち（産業振興） 

３ みんなが安心するまち（生活環境） 

４ みんながあったかいまち（健康・福祉・人権） 

５ みんなが成長するまち（人づくり） 

６ みんなが主役のまち（市民協働） 
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第２節 「選ばれるまち大垣」創造プロジェクト 

 

 本計画では、基本構想の実現に向けて、6つの未来のピースと35の分野を定めています。

とりわけ、少子高齢化やデジタル化の進展、市民ニーズの多様化など、社会を取り巻く環

境が変化するなか、市民や市内企業の方々から「住んでよかった」「いつまでも事業を続け

たい」と思ってもらえるまちであり続けるとともに、他の地域の方々からも「住んでみた

い」「起業してみたい」と思われる「選ばれるまち大垣」の創造をめざし、重点的に取り組

むべきプロジェクトを位置づけています。 

 

１ 安全で安心できるまちづくり 

 

水害や土砂災害、地震や火災などから市民の生命と財産を守るため、排水機場整備な

どの治水対策や急傾斜地崩壊対策のほか、デジタル技術なども活用した防災体制の強化、

消防施設等の整備や消防団員の育成など消防体制の充実を図ります。 

また、市民生活の基盤である道路や橋りょう、上下水道施設の耐震化や長寿命化を図

るとともに、養老鉄道への支援など公共交通の促進に努めるほか、防犯対策や交通安全

対策、空家対策を推進します。 

さらに、高齢者や障がい者が安心して暮らすことができるよう、地域住民同士が支え

合う体制や地域包括ケアシステムを推進するほか、市民病院とかかりつけ医が連携した

医療体制の充実、ヘルスデータなども活用した健康づくりなどを進めます。 

そのほか、生活環境保全では、市民や事業者等と協働し、脱炭素化による地球環境保

全などＳＤＧｓの取り組みを進めるとともに、「水の都おおがき」ならではの美しい水辺

環境や豊かな地下水を生かしたまちづくりを推進します。 

  



第３章 第２期基本計画 第２節 「選ばれるまち大垣」創造プロジェクト 

25 

２ 希望あふれる活力あるまちづくり 

 

大垣公園とその周辺地域の再整備や中心市街地の活性化を図るとともに、東海環状自

動車道大垣西インターチェンジ周辺の土地活用、商工業や農林業の振興、企業誘致の促

進などの取り組みを進めます。 

また、デジタル技術を活用し、利便性の高い暮らしを実感できるスマートシティの実

現をめざします。 

さらに、大垣城や奥の細道むすびの地、ユネスコ無形文化遺産「大垣祭の軕行事」な

どの歴史文化資源を活用した観光事業を周辺自治体等とも連携しながら進めるほか、ス

ポーツや芸術文化を通じて自己実現や生きがいを実感できる活動を促進します。 

そのほか、市役所以外でも市民に寄り添ったサービスが受けられる「飛び出す市役所」

を推進するほか、地域コミュニティの拠点となる地区センター等の整備や、市民活動団

体等への支援に努めるなど、市民との協働による活力あるまちづくりを推進します。 

 

３ 子育て日本一を実感できるまちづくり 

   

安心して子どもを産み育てることができるよう、子ども医療費や保育料などの経済的

支援のほか、母子保健サービスの充実や保育施設の整備など、子育て日本一を実感でき

るまちづくりを推進するとともに、そうした魅力を全国に発信し、若者や子育て世代を

中心に移住定住の促進を図ります。 

また、確かな学力定着や豊かな人間性の育成、健やかな体づくりなど、「知・徳・体」

の調和のとれた子どもを育むため、学校施設等の整備や、上石津地域における義務教育

学校の開設のほか、ふるさと大垣科や英語教育、プログラミング教育などを推進します。 

さらに、次代を担うデジタル人材を育成するため、「（仮）デジタルひろば」の整備や

こどもＩＣＴ講座の充実などを図ります。 

そのほか、特別な支援が必要な子どもたちに、個々の特性に応じたきめ細やかな対応

ができるよう、ひまわり学園の整備や相談体制の充実などの支援に努めます。 
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第３節 分野別計画 
 

○ 施策体系図 
 

未来都市像 みんなで創る 希望あふれる産業文化都市 

           
  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      
  

１ みんなが住みやすいまち（都市基盤） 
  
        

      
⑴ 土地利用・都市空間 

 ① 土地利用の誘導 
② 都市空間の整備・活用        

         

      

⑵ 住 生 活 

 ① 建築物の安全対策 
② 公営住宅等の維持管理 
③ 空家等対策の推進        

         

      

⑶ 景観・公園・緑化 

 ① 良好な景観の形成 
② 公園・緑地の整備 
③ 緑化の推進        

         

      
⑷ 水道・下水道 

 ① 上水道の整備 
② 下水道の整備        

         

      
⑸ 総合交通・道路 

 ① 公共交通の利用促進 
② 道路環境の整備        

         

      
⑹ 移住・定住 

 ① 都市プロモーションの推進 
② 移住・定住への支援        

         

      
⑺ スマートシティ 

 ① デジタル化による市民サービスの向上 
② 安全・安心なデジタル環境の整備        
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  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      

  
２ みんなが元気なまち（産業振興） 

  

        

      
⑴ 産  業 

 ① 産業活性化の推進 

② 産業人材の確保・育成        

         

      

⑵ 商  業 

 ① 中心市街地の活性化 

② 商業の活性化 

③ 市場機能の維持        

         

      

⑶ 農  業 

 ① 担い手の確保・育成 

② 農産物の生産振興 

③ 生産基盤の確保 

④ 地産地消の推進        

         

      
⑷ 森林・林業 

 ① 森林の整備 

② 森林資源の利活用        

         

      
⑸ 観  光 

 ① 観光の振興 

② 観光客受入体制の充実        

         

      
⑹ 労  働 

 ① 就労支援の推進 

② 勤労者福祉の充実        
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  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      

  
３ みんなが安心するまち（生活環境） 

  

        

      
⑴ 治  水 

 
① 水害・土砂災害対策の推進 

       

         

      

⑵ 防  災 

 ① 防災力の向上 

② 防災体制の整備 

③ 災害時支援体制の充実        

         

      
⑶ 消防・救急 

 ① 消防体制の充実 

② 救急救助体制の充実        

         

      

⑷ 生活安全 

 ① 防犯対策の充実 

② 交通安全対策の充実 

③ 消費者の安全確保        

                      

      

⑸ 生活環境 

 ① 生活環境保全の推進 

② 環境衛生の向上 

③ 廃棄物処理体制の充実 

④ 生活排水対策の推進        

         

      
⑹ 脱 炭 素 

 ① 地球環境保全の推進 

② ごみ排出の抑制とリサイクルの推進        
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  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      

  
４ みんながあったかいまち（健康・福祉・人権） 

  

        

      
⑴ 健  康 

 ① 健康づくりの推進 

② 感染症予防の促進        

         

      
⑵ 医  療 

 ① 良質な医療の提供 

② 救急医療体制の充実        

                      

      
⑶ 地域福祉 

 ① 地域福祉の推進 

② 福祉施設の充実        

         

      

⑷ 障がい者（児）福祉 

 ① 自立した暮らしへの支援 

② 社会参加の促進 

③ 安心できる暮らしへの支援 

④ 障がい児への支援        

                      

      
⑸ 高齢者福祉 

 ① 生きがい・健康づくりの推進 

② 自立した生活への支援        

         

      
⑹ 社会保障 

 ① 社会保障制度の適正な運用 

② 生活困窮者の自立への支援        

                      

      
⑺ 人  権 

 ① 人権尊重の推進 
② 人権教育の推進        

         

      ⑻ 男女共同参画・多文化共

生 

 ① 男女共同参画の推進 

② 多文化共生の推進        
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  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      

  
５ みんなが成長するまち（人づくり） 

  

        

      

⑴ 子育て支援 

 ① 母子保健サービスの充実 

② 保育・幼児教育の充実 

③ 子育て支援の充実 

④ 子育て支援拠点等の充実        

         

      
⑵ 青少年健全育成 

 ① 健全な青少年の育成 

② 青少年育成施設の充実        

        

      

⑶ 学校教育 

 ① 学力向上の推進 

② 健全な心と体の育成 

③ 多様なニーズに応じた教育の推進 

④ 教育環境の整備        

        

      

⑷ 生涯学習 

 ① 生涯学習の推進 

② 社会教育の推進 

③ 図書館の充実        

         

      

⑸ 生涯スポーツ 

 ① 生涯スポーツの振興 

② 競技スポーツの振興 

③ スポーツ環境の充実        

         

      

⑹ 文化振興 

 ① 芸術文化の振興 

② 文化財の保護・活用 

③ ふるさと文化の高揚        
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  ▽ 未来のピース（6） 

      ▽ 分  野（35） 

                     ▽ 施  策（88） 

                      

  
６ みんなが主役のまち（市民協働） 

  

        

      
⑴ 市民協働 

 ① 市民協働の推進 

② 地域自治活動の促進        

         

      

⑵ 行政経営 

 ① 開かれた行政の推進 

② 行政資源の最適化及び効率化の推進 

③ 地方分権への対応        
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１ みんなが住みやすいまち（都市基盤） 

 

⑴ 土地利用・都市空間 

 

① めざす姿 

土地利用の誘導や都市空間の整備・活用により、地域の特性にあわせた暮らしやすい

環境が整った賑わいのあるまち 

 

② 現状と課題 

1) 将来にわたり持続可能な都市の発展を目指し、効率的な都市整備や都市機能を維持・

活用するためには、地域交通と連携したコンパクトな都市構造への転換を進めていく必

要があります。 

 

2) 水の情景や豊富な地下水といった、「水都」のイメージを生かしたまちづくりを進め

るとともに、官民が連携して都市空間を有効活用することで、まちなかの価値を高める

ことが重要です。 

 

3) 歴史的・文化的資産や自然環境などの地域特性に応じた土地利用の誘導を図る必要が

あります。 

 

4) 人口減少や公共施設の再配置などにより、新たに生み出される公有未利用地や跡地等

の有効活用を検討していく必要があります。 

 

5) 中心市街地を含む人口集中地区では、人口の低密度化が進んでおり、効率的な行政サ

ービスの提供や地域コミュニティの維持等に支障が生じるおそれがあります。 

 

③ 目標指標 

1) 土地利用・都市空間に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：82％（2021）     目標値：87％ 

 

2) 市街化区域内における居住誘導区域内の人口密度 

  基準値：42.7人／ha（2015）  目標値：42.7人／ha 
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④ 施  策 

1) 土地利用の誘導 

豊かな自然環境や、旧街道を軸とした歴史資源等と一体となった都市構造を継承し

つつ、コンパクトな都市への転換に視点をおき、中心市街地の再生や産業の集積を図

るなど、地域特性に応じた土地利用を誘導します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 地区計画事業の推進及び制度の活用  

  ◆ 居住や都市機能の誘導  

  ◆ 大垣西インターチェンジ周辺の土地活用の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 都市空間の整備・活用 

暮らしやすい都市空間の整備・活用を進めるとともに、中心市街地においては、居

住の促進や賑わいの創出のため、市街地再開発を計画的に推進します。また、大垣駅

通りを中心に「水の都おおがき」が感じられるような水に親しむ歩行空間を確保し、

多様な主体と連携しながら、公共空間を有効活用することで、居心地が良く歩きたく

なるまちなかを形成します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 市街地再開発の推進  

  ◆ 歩きたくなるまちなかの形成  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・市街化区域／都市計画法における都市計画区域のうち、「既に市街地が形成

されている区域」と、「概ね10年以内に優先的かつ計画的に市街化を図る区

域」を指します。 

・中心市街地／商業や人口、都市機能等が集積した地域であり、大垣駅を中心

に約168㏊の区域が指定されています。 

・人口集中地区／国勢調査において設定される、人口密度が4,000人/㎢以上の

基本単位区等が互いに隣接し、人口が5,000人以上となる地域です。 

・地区計画／地区の特性にふさわしい環境の整備や保全等について、住民参加

のもと、目指す将来像や、建築物の建て方のルールなどを定める制度です。 
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⑵ 住 生 活 

 

① めざす姿 

建築物の安全対策や公営住宅等の維持管理、空家等対策の推進により、安心してくら

せる居住環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 住宅をはじめ、民間施設、公共施設等の耐震化を促進しています。 

 

2) 耐用年数の超過や躯体等の補修が必要な市営住宅等があり、適切な配置と長期的に活

用するための取り組みを進めています。 

 

3) 放置された空家等は、防災・防犯、衛生、景観などの面において、安全で安心な市民

生活に影響を及ぼすことから、地域住民や市民団体等との協働により、空家等の発生を

抑制するとともに、有効活用を促進する必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 住生活に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：80％（2021）       目標値：85％ 

 

2) 空家等改善件数 

  基準値：30件（2015～2021平均）  目標値：40件 
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④ 施  策 

1) 建築物の安全対策 

住宅をはじめ、多数の市民が利用する病院や学校等の建築物、危険物の貯蔵場等の

建築物、倒壊した場合に緊急輸送道路の通行を妨げる建築物の耐震化を促進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 耐震診断の促進  

  ◆ 耐震補強への支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 公営住宅等の維持管理 

手摺設置、バリアフリー等、居住者の快適性を考慮した整備に努めるとともに、長

寿命化に係る整備により、住宅ストック等の有効活用を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 市営住宅の長寿命化  

  ◆ 市営住宅の維持管理  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 空家等対策の推進 

空家等の所有者等に対する指導や除却に係る支援、様々な相談を受ける空家なんで

も相談会を開催するとともに、地域住民や不動産関係団体等と連携を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 空家等の所有者等への適切な指導  

  ◆ 空家等の除却に対する支援  

  ◆ 空家なんでも相談会の開催  

  ◆ 空家バンクの運用  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・緊急輸送道路／地震直後から発生する救助・救急・医療・消火活動及び避難

者への緊急物資の供給等に必要な人員及び物資の輸送を円滑かつ確実に実

施するための道路です。 
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⑶ 景観・公園・緑化 

 

① めざす姿 

良好な景観の形成や公園・緑地の整備、緑化の推進により、愛着をもてる良好な景観

と身近で気軽に利用できる憩いの場が充実したまち 

 

② 現状と課題 

1) 中山道赤坂宿等の宿場町地域には、歴史的な面影を残す建造物や史跡が散在していま

すが、空き地・空き家の増加や建替え等により、宿場町の風情が失われつつあります。 

 

2) 良好な景観は、自然、文化等と市民の生活、経済活動等との調和により形成され、地

域の特性と密接に関連するため、地域の個性や特色を生かした景観の形成が必要です。 

 

3) 公園・緑地は、憩いと潤いの場を提供するとともに、レクリエーションや災害時には

避難場所にもなるなど多面的な機能をもつため、ニーズや地域特性にあわせた計画的な

整備が必要です。 

 

4) 市民や事業者等との連携により、本市の「みどり」を次世代の子どもたちへ、さらに

発展させながら受け継いでいくことが求められています。 

 

③ 目標指標 

1) 景観・公園・緑化に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：82％（2021）   目標値：87％ 

 

2) 一人当たりの都市公園面積 

  基準値：6.2㎡（2021）   目標値：7.0㎡ 
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④ 施  策 

1) 良好な景観の形成 

市民との協働により、「水の都おおがき」の水を生かした潤いのある景観づくりや

中山道赤坂宿等の宿場町地域などの保全・活用を図り、市民が愛着をもてる良好な景

観づくりを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 建築物の修景整備への支援  

  ◆ 景観遺産、景観自慢の促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 公園・緑地の整備 

環境学習や子育て支援、地域コミュニティの形成、心身の健康づくり等に関わる活

動の場として、地域に愛される公園や緑地の整備及び遊具等の長寿命化を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 公園・緑地の整備  

  ◆ 公園施設の長寿命化  

  ◆ 大垣城ホールを含めた大垣公園の再整備  

  ◆ 公園プレーパークの推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 緑化の推進 

身近に花や緑を感じ親しめるよう、四季の里などの保全に努めるとともに、市民や

事業者等との連携により、緑化を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 緑化意識の啓発  

  ◆ 市民協働による緑化活動の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 
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          ※ 用語解説 

・みどり／樹木や草花などの植物のみではなく、それらを含む樹林地や農地、

河川や湧き水などの水辺、輪中堤、公園緑地などの土地や空間を指し、都市

環境の改善、生き物を育む自然環境の向上、まちに季節感を与える景観の形

成などの機能を有している。 

・都市公園／都市公園法に基づき地方自治体が都市計画区域内に設置する公園

又は緑地のことです。 

・公園プレーパーク／公園に常駐しているプレーリーダーが、子どもに遊びを

教える中で、子どもの創造力や自主性等を高めることを目的として実施して

います。 

・四季の里／市内各所で四季折々の緑を身近に感じ親しめるよう、公園緑地等

にフジやアジサイなどを植えて緑の空間を創出しており、それらを総称して

四季の里としています。 
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⑷ 水道・下水道 

 

① めざす姿 

上水道や下水道の整備により、安全で安心なおいしい水道水が利用できるとともに、

下水道が整備された衛生的な暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 安全で安心な水道水を供給するため、老朽化した水道施設の計画的な更新により耐震

化を進めるとともに、水源から給水栓までの水質管理の強化を図る必要があります。 

 

2) 生活環境の改善及び公共用水域の水質保全のため、下水道の普及に努めています。 

 

3) 老朽化した下水道施設の長寿命化・耐震化など、計画的な改築更新が必要です。 

 

4) 水道事業及び下水道事業の持続、サービスの充実のため、安定した経営が必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 水道・下水道に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：92％（2021）   目標値：92％ 

 

2) 上水道基幹管路耐震化率 

  基準値：41.6％（2021）  目標値：44.6％ 
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④ 施  策 

1) 上水道の整備 

水道施設の計画的な更新により耐震化を図るとともに、水質を適切に管理し、安全

で安心な水道水の供給を行います。また、経営基盤の強化と健全経営の維持による持

続可能な水道事業運営を進めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 水道施設の耐震化の推進  

  ◆ 計画的な施設整備と適切な水質管理  

  ◆ 水道事業の安定経営  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 下水道の整備 

下水道の普及を効率的に行い、生活環境の改善や公共用水域の水質保全を図るとと

もに、下水道施設の長寿命化・耐震化などを計画的に推進します。また、経営基盤の

強化と健全経営の維持による持続可能な下水道事業運営を進めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 効率的な下水道整備  

  ◆ 計画的な下水道施設の改築更新  

  ◆ 下水道事業の安定経営  

 【主なＳＤＧｓ】 
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⑸ 総合交通・道路 

 

① めざす姿 

公共交通の利用促進や道路環境の整備により、安全で利便性の高い公共交通ネットワ

ークと道路環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 養老線については、本市をはじめ沿線7市町により（一社）養老線管理機構を設立す

るなど、周辺地域の活性化に向けた取り組みを進めています。 

 

2) 市民の暮らしを支える大切な移動手段として、公共交通を維持するとともに、人口減

少や少子高齢化による移動ニーズの変化に対応した公共交通サービスを、公共交通事業

者と連携して提供する必要があります。 

 

3) 2019年（令和元年）12月に、東海環状自動車道の大垣西インターチェンジから大野神

戸インターチェンジ間が開通したことにより、大垣市区間全線が開通し、残りの区間の

整備も進められています。 

 

4) 都市内の円滑な活動、周辺各地域との連携、渋滞の緩和等のためには、幹線道路網の

整備を進めていく必要があります。 

 

5) 2012年（平成24年）12月に発生した中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故などに

より、道路安全への意識は高まっています。 

 

③ 目標指標 

1) 総合交通・道路に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：74％（2021）   目標値：79％ 

 

2) 市道改良率 

  基準値：60.5％（2021）  目標値：63.1％ 
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④ 施  策 

1) 公共交通の利用促進 

養老線などの鉄道への支援や、鉄道駅を中心としたバス交通等の充実に努め、総合

的かつ安定的な公共交通体系の構築を図るとともに、通勤・通学利用者、高齢者など

の多様なニーズにあわせたサービスの充実や、観光等の一時利用者に対しても、観光

資源等と連動した利用促進に努めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 養老線等公共交通機関への支援  

  ◆ 公共交通に係る情報提供の充実  

  ◆ 多様なニーズにあわせたサービスの充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 道路環境の整備 

国道・県道の整備促進を図るとともに、市道においては、車だけでなく歩行者や自

転車等にも配慮した、安全で快適な道路環境の整備を進めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 国道・県道の整備促進  

  ◆ 市道の新設改良の推進  

  ◆ 道路や橋りょうなどの点検及び整備推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

  



第３章 第２期基本計画 第３節 分野別計画 １ みんなが住みやすいまち 

44 

⑹ 移住・定住 

 

① めざす姿 

都市プロモーションの推進や移住・定住への支援により、若者をはじめ子育て世代が

移り住みたくなるまち 

 

② 現状と課題 

1) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、地方暮らしへの関心が高まる中、移

住・定住を促進し、人口増加と地域活性化を図り、将来にわたって持続可能なまちづく

りを推進することが求められています。 

 

2) 本市は、「まちなか」エリアと「里山」エリアの異なる2つの地域特性を併せ持った

まちです。 

 

3) 本市の人口の社会増減においては、若い世代で転出超過の傾向があるため、若い世代

の移住・定住促進を進める必要があります。 

 

4) 市内への転入を促し、市外への転出を抑制するためには、魅力ある居住環境の情報発

信や、子育て世代を中心に移住・定住を支援していく必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 移住・定住に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：90％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 定住促進支援制度を利用した転入者数 

  基準値：421人（2021）  目標値：430人 
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④ 施  策 

1) 都市プロモーションの推進 

子育て支援・移住定住支援などの施策や地域の特性、暮らしに関する情報など、大

垣の魅力を全国にＰＲします。また、移住につながる関係人口の創出を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 各種情報媒体を活用した都市プロモーションの推進  

 
 

◆ ふるさと納税やクラウドファンディング等を通じた 

大垣の魅力のＰＲ 

 

  ◆ 「水の都大垣ふぁんくらぶ」の活性化  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 移住・定住への支援 

子育て世代の住宅取得や、市外からの転入における経済的な支援など、移住・定住

の促進を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 子育て世代等を対象にした移住支援施策の推進  

  ◆ 移住に関する相談支援体制の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・都市プロモーション／移住・定住人口の増加をはじめ、観光客増加や企業誘

致等を目的として、都市のイメージを高め、知名度を向上させるための活動

です。 

・関係人口／特定の地域に継続的に関わる人のことをいい、その地域の担い手

として活躍することにとどまらず、将来的な移住につながることが期待され

ます。 

・水の都大垣ふぁんくらぶ／大垣市のイメージアップ、観光客誘致、定住促進

等を図るため、広く大垣市の魅力を伝えて頂く会員です。 
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⑺ スマートシティ 

 

① めざす姿 

デジタル化による市民サービスの向上や安全・安心なデジタル環境の整備により、誰

もがデジタル技術に親しみ、利便性の高い暮らしができる、人に優しいデジタル化が進

んだまち 

 

② 現状と課題 

1) 多くの方がスマートフォンやタブレット等のデジタル機器を所有し、日常的にインタ

ーネットを利用しており、日々の暮らしにおいて欠かせないものとなるなど、生活スタ

イルは大きく変化しています。 

 

2) 人口減少・少子高齢化等に加え、新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの課題の

解決に向け、ＡＩやビッグデータといったデジタル技術を利活用するデジタル社会の形

成が求められています。 

 

3) 国や県では、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進を通じて、自治体を

含む官民一体となって生活利便性の向上や行政コストの削減を図る取り組みを進めてい

ます。 

 

4) デジタル技術の利活用により、多様化する市民ニーズや、非接触・非対面を主とする

「新たな日常」に順応した、暮らしの質の向上に資するサービスの充実を図るとともに、

社会全体のデジタル化に官民連携で取り組み、誰もが利便性の高い暮らしを実感できる

持続可能な「スマートシティ」の実現を目指しています。 

 

5) デジタル技術の浸透に伴うセキュリティ対策やデジタル・ディバイド対策をはじめ、

スマートシティの理解啓発やマイナンバーカードの普及促進などを通じ、誰もがデジタ

ル化の恩恵を享受できる「人に優しいデジタル環境づくり」を進める必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) スマートシティに係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：－（新規）    目標値：90％ 

 

2) オンライン化した行政手続の割合 

  基準値：2.4％（2020）  目標値：50％  
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④ 施  策 

1) デジタル化による市民サービスの向上 

行政手続のオンライン化やキャッシュレス化、デジタル技術を活用した市民への情

報発信など、行政サービスのデジタル化を進めることにより、市民サービスの向上を

図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 行政手続等のオンライン化の推進  

  ◆ 手数料等のキャッシュレス化の推進  

  ◆ デジタル技術を活用した市民への情報発信  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 安全・安心なデジタル環境の整備 

誰もがスマートシティの利便性を実感できる環境づくりに向け、スマートシティの

理解啓発やデジタル機器の活用支援、マイナンバーカードの普及促進などに取り組み

ます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 情報セキュリティ対策の充実  

  ◆ スマートシティ関連イベントの開催  

  ◆ スマートフォン等デジタル機器活用講座の充実  

  ◆ マイナンバーカードの利活用の推進  

  ◆ 「（仮称）デジタルひろば」の整備・活用  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・スマートシティ／ＡＩやビッグデータといったデジタル技術の利活用によ

り、都市や地域の機能・サービスを効率化・高度化し、我が国の抱える急速

な少子高齢化、労働力不足、多発する災害などの社会的課題の解決を図ると

ともに、快適性や利便性を含めた新たな価値を創出する場として定義されま

す。 

・ＡＩ／Aritificial Intelligence（人工知能）の略称です。 

・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）／ＩＣＴの浸透が人々の生活を

あらゆる面でより良い方向に変化させることと定義された概念です。 

・デジタル・ディバイド／デジタル技術を利用できる人とできない人に生じる

情報格差のことです。 
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２ みんなが元気なまち（産業振興） 

 

⑴ 産  業 

 

① めざす姿 

産業活性化の推進や産業人材の確保・育成により、ものづくり産業や情報産業など様々

な産業が成長するまち 

 

② 現状と課題 

1) 本市はものづくりを中心とした産業構造となっており、わが国の産業界をリードする

ようなオンリーワン・ナンバーワン企業が数多く存在しています。 

 

2) 産業の振興及び地域経済の活性化を図るため、産学官連携により、中小企業及び個人

事業者等の経営支援などに努めています。 

 

3) 既存企業の市外流出防止や市外からの企業進出に対応するため、産業用地の確保や設

備投資、販路拡大への支援などが必要です。 

 

4) 人口減少・少子高齢化により労働力や人材の不足が深刻な課題となっており、先端設

備の導入支援による生産性の向上や、事業承継の促進のほか、本市産業の次代を担う人

材の育成が必要です。 

 

5) これまでの産業基盤をもとにして、新たな産業の創出や製品・サービスの開発のほか、

創業などへの支援が必要です。 

 

6) ソフトピアジャパンエリアを中心に集積する情報通信技術を活用するなど、ＤＸに取

り組む様々な産業への支援が必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 産業に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：88％（2021）       目標値：90％ 

 

2) 企業立地補助制度新規交付件数・累計 

  基準値：4件（2017～2021平均）  目標値：20件 
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④ 施  策 

1) 産業活性化の推進 

誘致活動や工場等設置への支援により企業立地を推進するとともに、先端設備の導

入支援、産学官連携による新産業の創出の促進や相談支援体制の充実等により、市内

企業の経営基盤の強化を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 企業支援制度の充実  

  ◆ 先端設備の導入支援  

  ◆ 事業承継等への支援  

  ◆ 産業用地の確保  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 産業人材の確保・育成 

小学生、中学生、高校生を対象としたものづくり体験講座の開催等により、若年層

へのものづくりに対する意識啓発を図るとともに、就業者を対象とした技能向上の支

援等により、本市の産業を支える人材の確保・育成を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ ものづくり体験講座の開催  

  ◆ 産業人材の育成  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・産学官連携／産業分野、教育分野、自治体のそれぞれの分野の知見を連携さ

せる取り組みです。 
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⑵ 商  業 

 

① めざす姿 

中心市街地や商業の活性化、市場機能の維持により、活力と魅力ある商店が充実した、

賑わいのあるまち 

 

② 現状と課題 

1) 中心市街地の商店街は、周辺住民の日常的な買い物ニーズを満たす役割を担っていま

すが、商店数、販売額等が減少を続けており、今後も減少を続けると予測されます。 

 

2) 商店街の衰退が続くと、住民の買い物の利便性に支障が生じるだけでなく、大垣駅南

側、ひいてはまち全体の活力も低下していきます。 

 

3) 市内商店の経営者の高齢化が進んでおり、魅力ある店舗づくりや、後継者の人材育成

が課題となっています。 

 

4) 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者等を支援し、地域経済を活性化する

必要があります。 

 

5) 食料品や日常品等の買い物は大型量販店が主流となっており、卸売市場を経由しない

市場外流通が増大し、市場の取扱高が大きく減少しています。 

 

6) 市場以外に仕入れ先をもたない小売業者の安定した仕入れ先を維持・確保するため、

市場施設の整備や市場企業の業務改革指導等を進めていく必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 商業に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：69％（2021）   目標値：74％ 

 

2) 商店街振興組合連合会内空き店舗率 

  基準値：19.3％（2021）  目標値：18％  
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④ 施  策 

1) 中心市街地の活性化 

中心市街地におけるイベントの開催により、商店街の魅力向上を図るとともに、空

き店舗に出店する事業者等への支援や、老朽化した店舗の改装への支援等を推進しま

す。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 商店街活性化の推進  

  ◆ 空き店舗対策の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 商業の活性化 

企業の販路開拓等の経営支援、各種情報の提供、創業支援等に関する事業を実施し

ている商工業団体の運営への支援や、金融機関等と連携した事業者への支援等により、

商業の活性化を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 商工業団体の育成支援  

  ◆ 資金調達等に係る事業者への支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 市場機能の維持 

市場流通の変化に伴う市場の役割を踏まえ、持続可能な市場となるよう適切な運営

管理等を図り、市場機能を維持します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 市場まつり等の開催  

  ◆ 市場施設の維持管理  

 【主なＳＤＧｓ】 
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⑶ 農  業 

 

① めざす姿 

担い手の確保・育成や農産物の生産振興、生産基盤の確保、地産地消の推進により、

農業に意欲的な担い手が育ち、様々な農業分野で活躍の場があるまち 

 

② 現状と課題 

1) 農家数、農業就業人口、農地面積のいずれも減少傾向にあり、担い手の高齢化や後継

者不足が課題となっていることから、農業の衰退や農地の荒廃が懸念されます。 

 

2) 食料の安定供給や脱炭素化等の農業環境の変化を踏まえ、持続可能な農業のため、担

い手の確保・育成を図るとともに、農産物の安定供給のための基盤整備が必要です。 

 

3) デジタル技術を活用したスマート農業による省力化・生産性向上や、若者や定年帰農

者、女性、障がい者など多様な人材の農業への参入、6次産業化、地産地消等の総合的

な取り組みを促進し、本市農業の持続可能性を高めていく必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 農業に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：86％（2021）    目標値：90％ 

 

2) 認定農業者数 

  基準値：69経営体（2021）  目標値：80経営体 
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④ 施  策 

1) 担い手の確保・育成 

認定農業者や新たに農業にチャレンジする新規就農者への支援等により中心的な担

い手を確保・育成するとともに、若者をはじめ定年帰農者や女性、障がい者など多様

な人材の農業への参画促進に努めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 中心的な担い手の確保・育成  

  ◆ 多様な人材の農業への参画促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 農産物の生産振興 

水稲をはじめ、地域の特性を生かした特色ある農産物の生産振興に努めるとともに、

有機農業等による持続的で環境に配慮した農業やスマート農業の推進により、安心、

安全で効率的・高品質な農産物の生産を進めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 地域の特性を生かした農産物の生産振興  

  ◆ 環境に配慮した農業の推進  

  ◆ スマート農業の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 生産基盤の確保 

優良農地を確保し、中心的な担い手へ農地を集積・集約することで、経営基盤の強

化に努めるとともに、病害虫や鳥獣害に強い農業、耕作放棄地を生まない農業を推進

します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 担い手への農地集積・集約の推進  

  ◆ 農業用施設の整備  

  ◆ 病害虫、鳥獣害対策の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 
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4) 地産地消の推進 

学校給食等における安全で安心な地元農産物の活用や販売促進、6次産業化等による

地元農産物の高付加価値化、生産者と消費者等の交流の促進により、地元農産物の地

産地消の推進を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 地元農産物の活用・販売促進  

  ◆ 6次産業化の推進  

  ◆ 生産者と消費者との交流促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・6次産業／農業者等が農産物等の生産だけでなく、加工や販売等にも取り組

む経営形態を表します。 

・認定農業者／農業経営基盤強化促進法に基づき、自らの創意工夫により経営

改善を進める計画の市町村認定を受けた農業者です。 

・定年帰農者／定年退職後に農業に取り組む人です。 
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⑷ 森林・林業 

 

① めざす姿 

森林の整備や森林資源の利活用により、豊かな山林が育ち、またその山林が資源とし

ても活用される環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 長引く林業の不振により、人工林の間伐などの適正な森林整備がなされず、健全性が

損なわれつつある森林が増加しています。 

 

2) 人里に近い里山林も、生活様式や農業生産方法等の変化により人との関わりが薄れ、

生活環境や景観の悪化、生物多様性の喪失などが危惧されています。 

 

3) 地球温暖化の防止、山地災害の防止、水源のかん養、自然環境の保全、木材の生産な

ど森林の持つ公益的機能の発揮のため、人工林の間伐や里山林の保全・利活用を推進し、

健全で豊かな森林づくりに努める必要があります。 

 

4) 市民が身近に自然とふれあうことができ、憩いと学びの場となるような親しみのある

森林環境を引き続き維持していく必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 森林・林業に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：89％（2021）  目標値：90％ 

 

2) 間伐面積 

  基準値：61ha（2021）  目標値：65ha 

  



第３章 第２期基本計画 第３節 分野別計画 ２ みんなが元気なまち 

57 

④ 施  策 

1) 森林の整備 

間伐施業を中心とした森林整備や、林道の適正な維持管理、山地災害防止や水源か

ん養のための治山事業等を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 間伐対策の推進  

  ◆ 林道の適正な維持管理  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 森林資源の利活用 

地域材の利用促進や里山を活用したイベントの開催のほか、森林公園などの森林資

源の利活用を通じて、林業及び中山間地域の振興を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 間伐材の利用促進  

  ◆ 里山の保全及び利活用  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・水源のかん養／森林の土壌が、降水を貯留し、一気に河川に流出して急激に

増水するのを抑制する機能や、土壌を浸透する間に水質を浄化する機能のこ

とを指します。 
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⑸ 観  光 

 

① めざす姿 

観光の振興や観光客受入体制の充実により、行ってみたくなる・また来たくなる観光

資源が創出され、多くの人で賑わうまち 

 

② 現状と課題 

1) 大垣城や奥の細道むすびの地記念館等に代表される歴史・文化観光資源をはじめ、自

噴水や里山等の自然観光資源や、大垣まつり等の伝統的なまつり、松尾芭蕉関連事業等

の個性的なイベント等により、多くの観光客が来訪されています。 

 

2) 大垣城や墨俣一夜城、奥の細道むすびの地記念館など、観光客が多く訪れる施設の魅

力をさらに高めるため、受入体制の整備を図る必要があります。 

 

3) 観光資源の魅力や価値を、インターネットをはじめとした様々な手段により、効果的

な情報発信に努める必要があります。 

 

4) 案内看板をはじめ駐車場、公共交通等、観光客の行動やニーズにあわせた観光環境の

充実を図る必要があります。 

 

5) 観光資源の価値を高めるためには、周辺自治体等との連携を図り、より大きな魅力を

創出していく必要があります。 

 

6) 大阪・関西万博の開催により、インバウンド（訪日外国人）需要が増加すると想定さ

れるため、外国人観光客に本市を知り、訪れてもらえる施策が必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 観光に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：86％（2021）    目標値：90％ 

 

2) 観光客数 

  基準値：273万人（2017）  目標値：315万人 
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④ 施  策 

1) 観光の振興 

大垣まつりをはじめとした歴史、文化等の多様な観光資源を生かした大垣らしい魅

力の創出を図るとともに、周辺自治体をはじめ、地域連携ＤＭＯである大垣観光協会

や観光産業等、様々な観光主体と連携した広域的な観光振興を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 観光イベントの充実  

  ◆ 歴史、文化、自然等の地域資源の利活用促進  

  ◆ 国内需要の喚起  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 観光客受入体制の充実 

観光客だけでなく市民も含め、すべての人に大垣を楽しんでもらえるよう、観光情

報の発信や観光団体・人材の育成、観光拠点の整備など、観光客受入体制の充実を図

ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 観光宣伝啓発の推進  

  ◆ 観光拠点の整備  

  ◆ 外国人観光客の取り込み  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・地域連携ＤＭＯ／複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とした観光地域と

して、マーケティングやマネジメント等を行うことにより観光地域づくりを

行う組織のことをいい、大垣観光協会は2021年（令和3年）3月に登録されま

した。 
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⑹ 労  働 

 

① めざす姿 

就労支援の推進や勤労者福祉の充実により、地元で安心して働くことができ、充実し

た暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 就業者数、就業率ともに、近年は減少傾向にあり、産業別就業者数については、年々

第3次産業の割合が増加しています。 

 

2) 雇用促進のため、企業誘致をはじめ、創業や新しい産業の創出などにより、新たな雇

用の機会を創出し、地元就職を促進する必要があります。 

 

3) 若年層に対する雇用対策をはじめ、労働力としての高齢者や女性の積極的な活用、障

がい者への支援などが重要となります。 

 

4) 雇用・就労施策については、支援ニーズが多様であることから、国や県をはじめ、周

辺自治体や企業等との連携により、実効性のある施策を推進する必要があります。 

 

5) 2019年（平成31年）4月に改正入国管理法が施行され、新たに在留資格「特定技能」

が創設されたことを受け、外国人労働者を受け入れる企業の体制整備への支援などが重

要となります。 

 

6) 2019年（平成31年）4月に働き方改革関連法が施行され、企業には、従業員の働き過

ぎを防ぐことで、働く方々の健康を守ることが求められています。 

 

③ 目標指標 

1) 労働に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：83％（2021）  目標値：88％ 

 

2) 大垣市雇用・就労支援センターにおける就職率 

  基準値：33％（2021）  目標値：33％  
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④ 施  策 

1) 就労支援の推進 

大垣市雇用・就労支援センターにおいて、就労困難者や外国人労働者の職業相談を

実施するとともに、地元企業の労働環境の整備を促進するほか、西美濃地域の周辺自

治体と連携した広域的な就労支援を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 広域的な就労支援の推進  

  ◆ 雇用・就労支援センターの充実  

  ◆ 地元就職の促進  

  ◆ 地元企業における働き方改革の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 勤労者福祉の充実 

大垣市勤労者福祉サービスセンター等の活動を支援するとともに、勤労者の生活の

安定と向上、福祉の充実を目的とした勤労者支援を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 勤労者福祉サービスセンター等への支援  

  ◆ 勤労者の生活安定に向けた支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・在留資格「特定技能」／深刻化する人出不足に対応するため、生産性向上や

国内人材の確保のための取り組みを行ってもなお人材を確保することが困

難な状況にある産業上の分野において、一定の専門性・技能を有する外国人

材を受け入れる制度です。 

・働き方改革／働く方々が、個々の事情に応じた多様で柔軟な働き方を、自分

で「選択」できるようにするための改革です。 

・大垣市雇用・就労支援センター／ハローワーク大垣と連携し、生活相談や職

業相談などのサービスを行う窓口で、市役所内に開設しています。 

・大垣市勤労者福祉サービスセンター／国及び市からの助成を受けて、共同化

によるスケールメリットを生かし、中小企業単独では困難な勤労者の各種福

利厚生事業の充実を図る団体です。 
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３ みんなが安心するまち（生活環境） 

 

⑴ 治  水 

 

① めざす姿 

水害・土砂災害対策の推進により、浸水被害や土砂災害のリスクが低減され、安心し

た暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 本市には21の一級河川が存在するなど、地理的条件等から水害が多い地域であり、近

年では、気候変動等の影響により、水害の更なる激甚化・頻発化が懸念されます。 

 

2) 幹線排水路や排水機場の整備等を計画的に進めていますが、主要幹線のほとんどは、

農用地の排水路として整備されたものであり、排水能力が不足しているため、継続的な

整備が必要です。 

 

3) 上石津地域は、集中豪雨による土砂災害の危険性が高く、多くの土砂災害警戒区域や

土砂災害特別警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域が指定されており、継続的な急傾斜地崩

壊対策が必要です。 

 

4) 水害による氾濫が想定される地域のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減

させる「流域治水」対策への転換を進めることが必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 治水に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：87％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 内水排除対策整備着手箇所数 

  基準値：19箇所（2021）  目標値：24箇所 
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④ 施  策 

1) 水害・土砂災害対策の推進 

水門川などの一級河川の整備促進を図るとともに、浸水地域の内水対策として排水

路整備を進め、あわせて、老朽化した排水機場や排水路の改築更新、排水機場の施設

延命のための診断や整備等により、水害対策の推進を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 国及び県管理の河川整備の促進  

  ◆ 主要幹線排水路の整備・維持管理  

  ◆ 排水機場の整備・維持管理  

  ◆ 民間開発における透水性舗装への支援  

  ◆ 急傾斜地崩壊対策の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・土砂災害警戒区域／急傾斜地の崩壊等が発生した場合には、住民等の生命又

は身体に危害が生ずるおそれがあると認められる区域で、都道府県が指定し

ます。 

・土砂災害特別警戒区域／土砂災害警戒区域のうち、急傾斜地の崩壊等が発生

した場合には、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危害が生

ずるおそれがあると認められる区域で、都道府県が指定します。 

・急傾斜地崩壊危険区域／崩壊するおそれのある急傾斜地で、その崩壊により

相当数の居住者等に危害が生ずるおそれのある区域で、都道府県が指定しま

す。 

・流域治水／集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として

捉え、流域のあらゆる関係者が協働し、氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、

被害対象を減少させるための対策、被害の軽減、早期復旧・復興のための対

策をハード・ソフト一体で多層的に進める考え方です。 
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⑵ 防  災 

 

① めざす姿 

防災力の向上や防災体制の整備、災害時支援体制の充実により、市民の防災意識が高

く、地域が一体となって災害に備えているまち 

 

② 現状と課題 

1) 本市を含む西濃地域には、濃尾断層帯及び養老-桑名-四日市断層帯が存在し、これら

の断層帯の活動に伴う大規模な地震が発生する可能性があります。 

 

2) 本市は、南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されており、南海トラフ地震が発生

した際は、震度6弱以上の揺れが生じるとされています。 

 

3) 中心市街地を含め、南部にかけて軟弱で地震に弱い地層で構成されているため、巨大

な地震が発生した際は、大きな被害が予想されます。 

 

4) 災害による被害を軽減させるには、行政のみならず、市民、事業者、自主防災組織な

ど、地域の様々な主体が連携することで、防災力を高めていく必要があります。 

 

5) 女性や子ども、高齢者、障がい者、外国人等の多様な視点を反映した災害時の支援体

制の構築が必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 防災に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：89％（2021）  目標値：90％ 

 

2) 自主防災組織防災訓練実施件数 

  基準値：15件（2021）  目標値：70件 
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④ 施  策 

1) 防災力の向上 

地域で活躍する防災リーダーや防災士の育成、自主防災組織や地区単位の防災訓練

への支援により、地域住民の防災意識の普及啓発を図り、地域全体の防災力の向上を

推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 防災訓練の充実  

  ◆ 自主防災組織の充実  

  ◆ 市民の防災意識啓発  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 防災体制の整備 

ライフラインの保全や防災行政無線等の整備、非常時における業務継続体制やデジ

タル技術を活用した情報収集・伝達体制の充実など、市民の生命を守るための防災体

制の整備を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 防災行政無線の整備  

  ◆ デジタル技術を活用した情報収集・伝達体制の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 災害時支援体制の充実 

障がい者等の特別な配慮が必要な方の支援体制を確立するとともに、避難所運営等

における女性や子どもの視点の反映、防災倉庫や資機材、非常食等の整備を実施しま

す。また、自治体や民間企業等との災害時の応援に向けた取り組みを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 要配慮者の支援体制の充実  

  ◆ 避難所運営・防災施設及び備蓄等の充実  

  ◆ 災害時応援協定等の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 
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          ※ 用語解説 

・南海トラフ地震防災対策推進地域／南海トラフ地震発生時に想定される、震

度6弱以上となる地域や津波高3m以上で海岸堤防が低い地域などが指定され

ています。 

・防災リーダー／市が開催する防災関連講座の受講修了者に対し、市が認定す

るものです。 

・防災士／社会の様々な場で防災力を高める活動が期待され、そのための十分

な意識・知識・技能を有することを、（特非）日本防災士機構が認証した人

です。 

・災害時応援協定／災害等における応急復旧対策について、自治体間や自治体

と民間企業等で応援協力するために締結する協定です。 
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⑶ 消防・救急 

 

① めざす姿 

消防体制や救急救助体制の充実により、信頼される体制のもと、安心した暮らしがで

きるまち 

 

② 現状と課題 

1) 消防団は、地域の安全・安心を守る組織として大きな役割を果たしており、消防団員

の確保とともに資質向上を図る必要があります。 

 

2) 災害は、気候変動や、都市構造の複雑化、産業活動の進展などの社会経済情勢の変化

等の影響により、大規模化、複雑多様化しています。 

 

3) 多様な災害に対し、高度かつ専門的な知識をもった人材の育成、施設や装備等の高度

化などの取り組みを進める必要があります。 

 

4) 救える命を確実に救うため、救急車の適正利用の促進や、現場に居あわせた市民の手

で応急手当ができるよう、普及啓発を図る必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 消防・救急に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：92％（2021）   目標値：92％ 

 

2) 消防団団員数 

  基準値：666人（2021）  目標値：670人 
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④ 施  策 

1) 消防体制の充実 

消防車両・消防資機材等の整備・更新により、消防施設等の充実強化を図るととも

に、消防団員の増員や資質向上に向けた取り組み等により、消防体制の充実を図りま

す。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 消防施設及び設備の整備  

  ◆ 消防団員・学生消防団員の加入促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 救急救助体制の充実 

自然災害をはじめとした大規模災害を想定した訓練の実施により、災害対応能力の

強化を図るとともに、救急救命士の計画的な増員や救急車の適正利用の啓発、住民自

身による応急手当の普及啓発等を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 救急施設及び設備の整備  

  ◆ 救命講習の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・消防団／消防組織法に基づいて市町村に配置される、消防署とともに火災や

災害への対応、予防啓発等を行う、一般市民で構成された消防組織です。 
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⑷ 生活安全 

 

① めざす姿 

防犯対策や交通安全対策の充実、消費者の安全確保により、犯罪や事故の少ない、安

心した暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 市民や市民団体、事業者等と一体となって、犯罪のない安全・安心なまちづくりを進

めています。 

 

2) 高齢化の進行により、高齢者の交通行動機会や運転免許保有者数は増加傾向にあるた

め、高齢者が関係する交通事故の増加が予想されます。 

 

3) 園外活動中の園児や通学中の児童の交通事故が全国で発生しており、交通安全への意

識は高まっています。 

 

4) 交通死亡事故に占める高齢者や歩行者、自転車利用者の割合は高く、交通弱者の事故

防止への対策が必要となります。 

 

5) ニセ電話詐欺の被害は全国的に発生しており、また、最近の手口はますます巧妙化し、

高齢者を狙う悪質商法などの被害も後を絶たない状況です。 

 

6) 2010年（平成22年）4月に消費生活相談室を開設し、専門相談員が消費者の各種相談

に対応するなど、被害の未然防止、拡大防止に努めています。 

 

7) 民法改正により、2022年（令和4年）4月1日から成年年齢が20歳から18歳に引き下げ

られ、若年層の消費者トラブル増加が懸念されます。 

 

③ 目標指標 

1) 生活安全に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：93％（2021）  目標値：93％ 

 

2) 交通事故死者数 

  基準値：4人（2021）   目標値：4人以下 
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④ 施  策 

1) 防犯対策の充実 

警察との連携強化を図るとともに、「さわやかみまもりＥｙｅ」による地域安全活

動、自治会等による防犯カメラ設置への支援等を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ さわやかみまもりＥｙｅの充実  

  ◆ 防犯カメラ設置への支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 交通安全対策の充実 

通学路等の歩道拡幅やＬＥＤ交通安全灯等の整備、交通安全の意識啓発、放置自転

車への対策等の交通安全対策を推進し、高齢者、障がい者、子ども等が安心して通行

できる交通環境を確保します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 交通安全施設の整備  

  ◆ 通学路安全対策の推進  

  ◆ 放置自転車対策の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 消費者の安全確保 

消費生活に関する相談を実施し、被害の未然防止、拡大防止に努めるとともに、消

費者への情報提供の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 消費生活相談窓口の充実  

  ◆ 消費者への情報提供の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・さわやかみまもりＥｙｅ／防犯パトロール活動を行うボランティア団体や、

趣味や健康のために散歩やジョギングを楽しむ人に気軽に参加していただ

く地域安全活動です。 
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⑸ 生活環境 

 

① めざす姿 

生活環境保全の推進や環境衛生の向上、廃棄物処理体制の充実、生活排水対策の推進

により、美しい生活環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 工場や事業場等に対する環境監視・指導体制の充実や事故防止指導等に努めるととも

に、低公害車の導入等により環境負荷の低減に取り組んでいます。 

 

2) 豊かな地下水や水辺の生態系などの地域資源を未来に継承するため、水辺環境の保全

や地下水の有効利用、地下水汚染の防止対策等が必要です。 

 

3) 様々な環境問題を解決するためには、行政だけでなく、市民の主体的な取り組みが必

要であり、環境学習の場の充実など、環境意識の向上を図る必要があります。 

 

4) 本市の一般廃棄物最終処分場については、残余容量が逼迫しており、地域内処分の原

則や安定した最終処分のため、最終処分場の整備を検討する必要があります。 

 

5) 下水道の整備等により、生活排水処理率は向上し、し尿・浄化槽汚泥の収集量は減少

しています。 

 

6) 未処理で公共用水域へ排出されている生活雑排水があるため、汲み取り便槽や単独処

理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進する必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 生活環境に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：89％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 大気・水質・騒音環境基準達成率 

  基準値：92.8％（2021）  目標値：93.4％ 
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④ 施  策 

1) 生活環境保全の推進 

大気・水質汚染、悪臭、騒音、振動などの公害の未然防止や、ハリヨやホタルなど

の生息できる自然環境の保全に努めるとともに、環境学習の機会の充実により、環境

意識の向上を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 継続的な公害監視  

  ◆ 地下水の汚染防止  

  ◆ 自然環境の保全  

  ◆ 環境学習の機会の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 環境衛生の向上 

ポイ捨てや不法投棄、ペットの飼育マナー等、環境美化に対する意識向上の啓発、

市民主体の環境美化活動等の促進を図るとともに、斎場や墓地の適正な管理に努めま

す。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 斎場・墓地の管理  

  ◆ 環境美化活動の促進  

  ◆ 衛生パトロールの実施  

  ◆ アダプト制度の普及  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 廃棄物処理体制の充実 

ごみ収集運搬体制の効率化や、クリーンセンターの適正な維持管理を図るとともに、

ごみの安定処理のため、一般廃棄物最終処分場の整備を検討します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ クリーンセンターの安定稼働  

  ◆ 一般廃棄物最終処分場整備の検討  

 【主なＳＤＧｓ】 
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4) 生活排水対策の推進 

下水道への接続や合併処理浄化槽への転換の促進を図り、生活排水の適正処理を推

進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 下水道及び合併処理浄化槽の普及促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・衛生パトロール／市内を巡回して、不法投棄・散乱ごみの回収等の業務を実

施しています。 

・アダプト制度／道路や公園等の公共区域について、市民や企業等が自発的な

ボランティア活動を行い、行政は清掃用具の提供等への支援を行うことで、

市と市民が協力して美しい生活環境を創り出す取り組みです。 

・生活排水／し尿と日常生活に伴って排出される、台所や洗濯、風呂などから

の排水（生活雑排水）をあわせて生活排水といいます。 

・合併処理浄化槽／生活排水を処理する浄化槽です。これに対し、単独処理浄

化槽はし尿のみを処理します。 
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⑹ 脱 炭 素 

 

① めざす姿 

地球環境保全の推進やごみ排出の抑制とリサイクルの推進により、二酸化炭素排出量

が抑制されるとともに、ごみが少なく、資源が効率よく循環された、持続可能な環境に

やさしいまち 

 

② 現状と課題 

1) 2015年（平成27年）に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上昇の

幅を2℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有され、こ

の目標を達成するためには、2050年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが

必要とされています。 

 

2) 本市は、2020年（令和2年）12月に「ゼロカーボンシティおおがき」を宣言し、脱炭

素社会の構築に向けて、2050年（令和32年）までに二酸化炭素実質排出量ゼロを目指す

ことを表明しています。 

 

3) 「ゼロカーボンシティおおがき」の達成に向け、二酸化炭素排出量の削減や再生可能

エネルギーの導入、二酸化炭素吸収の促進などに取り組む必要があります。 

 

4) 4Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）によるごみ削減や、資源循

環型社会の構築に向けた取り組み等を実施しています。 

 

5) 同規模の自治体に比べ、事業系ごみの排出が多く、事業系ごみの排出抑制に努める必

要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 脱炭素に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：－（新規）  目標値：90％ 

 

2) 公共施設における二酸化炭素排出量削減率 

  基準値：－（2019）  目標値：62％  
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④ 施  策 

1) 地球環境保全の推進 

再生可能エネルギーの導入や省エネルギー活動の促進などにより、地球温暖化対策

の推進を図るとともに、環境学習の機会の充実により、環境意識の向上を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 再生可能エネルギーの導入  

  ◆ 省エネルギー活動の促進  

  ◆ 環境学習の機会の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) ごみ排出の抑制とリサイクルの推進 

4Ｒ活動を推進するとともに、イベント等における普及啓発や不法投棄対策の推進、

事業者へのごみ減量・資源化指導等を実施します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 4Ｒ活動の推進  

  ◆ 不法投棄対策の推進  

  ◆ ごみの減量化及び資源化の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

    

 

 

          ※ 用語解説 

・実質排出量ゼロ／人為的な排出量から森林等による吸収量を差し引いて、合

計を実質的にゼロにすることです。 

・再生可能エネルギー／太陽光、太陽熱、風力、地熱、バイオマスなど通常エ

ネルギー源が枯渇する心配のない自然エネルギーのことです。 

・4Ｒ／ごみを減らすための環境行動を表す言葉で、Refuse（リフューズ：断

る）、Reduce（リデュース：減らす）、Reuse（リユース：再利用する）、

Recycle（リサイクル：再生する）の頭文字をとったものです。 
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４ みんながあったかいまち（健康・福祉・人権） 

 

⑴ 健  康 

 

① めざす姿 

健康づくりの推進や感染症予防の促進により、多くの市民が健康を意識し、主体的に

健康づくりに取り組むことができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 健康診査や検診、健康教育、健康相談を実施するなど、市民の心と身体の健康づくり

に取り組むとともに、伝染のおそれがある疾患の発生及びまん延を予防するため、予防

接種を実施しています。 

 

2) 家庭や学校、地域における食に関する活動を支援するなど、食育を推進しています。 

 

3) 2020年（令和2年）に発生した新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛

や生活習慣の変化の影響により、特に高齢者の体力の低下や、心の不調を訴える人の増

加が懸念されます。 

 

4) 身体だけではなく、心の悩みや心配ごとに関する相談窓口を充実させるとともに、必

要としている人に相談窓口を利用してもらえるよう、適切な情報発信が必要です。 

 

5) 「人生100年時代」の到来が現実味を帯びる中、単に長生きするのではなく、健康で

自立して生きられる健康寿命の延伸が求められており、データヘルスの推進など、健康

づくりを支援するための環境整備とともに、特定健康診査やがん検診などの受診率の向

上、生活習慣改善やフレイル予防の指導など、健康への意識啓発に向けた取り組みが必

要です。 

 

③ 目標指標 

1) 健康に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：93％（2021）   目標値：93％ 

 

2) 乳幼児・学童の定期予防接種率 

  基準値：83.6％（2020）  目標値：84.0％ 
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④ 施  策 

1) 健康づくりの推進 

生活習慣の改善や病気の早期発見のため、健康診査や訪問指導等、ライフステージ

に応じた保健活動を推進するとともに、市民が自ら取り組む健康づくり活動を支援し

ます。また、心身の健康に関する相談体制の充実を図り、健康づくりを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 健康診査及び健康相談の充実  

  ◆ 心の健康づくりに関する普及啓発の推進  

  ◆ 健康づくり活動の促進  

  ◆ 食育の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 感染症予防の促進 

感染症に関する正しい知識の普及啓発や日常生活における適切な予防を促進すると

ともに、国・県と連携し、感染症の発生状況の情報収集に努め、まん延を防ぐための

予防対策を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 感染症に関する意識啓発の推進  

  ◆ 予防接種の実施  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・感染症／ここでは、予防接種法に基づく、結核、ジフテリア、百日せき、麻

しん及び風しんといったＡ類疾病や、インフルエンザなどのＢ類疾病、新型

コロナウイルス感染症を指します。 

・食育／様々な経験を通じて、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育てることです。 

・データヘルス／レセプト（診療報酬明細書）等のデータを分析し、健康増進

や病気の予防に活用しようとする取り組みのことです。国は各保険者に対し

て、データヘルス計画を策定し、効率的・効果的な保健事業を実施するよう

求めています。 

・フレイル／健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能

の低下がみられる状態です。適切な治療や予防を行うことで健康な状態に戻

る可能性があります。 
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⑵ 医  療 

 

① めざす姿 

良質な医療の提供や救急医療体制の充実により、安心して適切な医療を受けられる環

境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 高度急性期医療及び急性期医療を担う市民病院は、慢性期医療等を担う地域医療機関

との連携の強化や安定した病院経営、医療従事者の確保等により、高度がん治療など、

安全で質の高い医療サービスの提供に努めることが求められています。 

 

2) 高齢化が急速に進む中、治療が中心である病院での医療を補完するため、介護、福祉

などの地域の多職種が連携して生活を支える在宅医療の役割は大きくなっています。 

 

3) 西濃医療圏内唯一である市民病院の救命救急センターでは、24時間体制で一次から三

次までの救急医療を実施しています。 

 

4) 休日に急病になった場合は、大垣市急患医療センターや大垣歯科医師会休日診療所に

て診療を行っています。 

 

③ 目標指標 

1) 医療に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：85％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 市民病院医師数 

  基準値：202人（2022）  目標値：210人 
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④ 施  策 

1) 良質な医療の提供 

市民が身近な地域で、病態に応じた的確で良質な医療が受けられるよう、かかりつ

け医と市民病院の連携強化を進めるとともに、市民病院は地域の中核病院として、施

設・医療機器等の整備や医療従事者の充実を図り、安定経営に努めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 市民病院と地域医療機関の連携強化  

  ◆ 市民病院における医療従事者の確保  

  ◆ 市民病院の施設及び設備の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 救急医療体制の充実 

救命救急センターにおける救命救急専門医や看護師の確保、高度医療機器の整備を

進めるとともに、休日診療所の運営、公共施設へのＡＥＤの適切な設置を行います。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 救命救急センターの充実  

  ◆ 休日診療所の運営  

  ◆ ＡＥＤの適切な設置  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・ＡＥＤ／Automated External Defibrillator（自動体外式除細動器）の略

称で、心臓の突然停止の際に電気ショックを与え、心臓の働きを戻す医療機

器です。 
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⑶ 地域福祉 

 

① めざす姿 

地域福祉の推進や福祉施設の充実により、地域の住民がお互いに助けあい支えあえる

まち 

 

② 現状と課題 

1) 市内20地区に地区社会福祉推進協議会が組織され、ふれあい・いきいきサロンや歳末

友愛訪問など、地域住民の協働意識と連帯感を育む活動を実施しています。 

 

2) 高齢化社会の進行に伴い、見守りを必要とする方は増加しており、地域福祉活動への

支援の充実や担い手づくりが求められています。 

 

3) 社会構造の変化に伴い地域のつながりが希薄化しており、家庭や地域において、お互

いに支える機能が低下し、配偶者や子ども等への虐待や、ひきこもり、ヤングケアラー

といった問題が顕著化するとともに、福祉制度の狭間でサービスにつながらない人が増

加している状況となっています。 

 

4) 多様化・複雑化している福祉ニーズや生活課題に対応できるよう、各相談窓口相互の

ネットワークの強化など、包括的な相談支援体制の充実が求められます。 

 

5) 人と人とのつながりを大切にし、お互いに助けたり、助けられたりする、互いに顔の

みえる関係を築いていくことが重要であり、地域住民の絆づくりが必要となります。 

 

③ 目標指標 

1) 地域福祉に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：93％（2021）   目標値：93％ 

 

2) 見守り協定事業所数 

  基準値：68団体（2021）  目標値：74団体 
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④ 施  策 

1) 地域福祉の推進 

地区社会福祉推進協議会による地域の見守り活動や支えあい活動等を支援するとと

もに、民生委員・児童委員や福祉推進委員、地域福祉ボランティアの活動支援や、支

援を必要とする女性等への対策の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ ボランティア活動への支援  

  ◆ 民生委員・児童委員活動の充実  

  ◆ 地域福祉を担う団体への支援  

  ◆ ＤＶ被害の防止  

  ◆ 相談支援体制の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 福祉施設の充実 

総合福祉会館、中川ふれあいセンターなどの福祉施設の利用促進を図るとともに、

地域の活動拠点となる地域集会所等の支えあいを推進する施設の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 福祉施設の利用促進  

  ◆ 福祉施設の整備  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・地域福祉／地域の生活課題を自分や家族で解決を図る「自助」、近隣の住民

同士や市民団体同士で解決を図る「互助・共助」、行政が提供する公的サー

ビスによる支援「公助」がそれぞれの役割を認識し、誰もが暮らしやすい地

域にするための仕組みをつくることです。 

・地区社会福祉推進協議会／市内20地区において、自治会組織などの地域内の

団体で構成され、「福祉の心」を柱とした地域づくりと、地域住民福祉活動

を推進しています。 

・ヤングケアラー／家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケ

ア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情面のサポートなどを行っ

ている18歳未満の子どものことをいいます。 

・民生委員・児童委員／地域福祉活動の推進役として、地域住民と福祉関係機

関や行政をつなぐ橋渡しの役割を担うとともに、地域での見守り活動にも取

り組んでいます。 

・福祉推進委員／自治会長の推薦により社会福祉協議会会長及び各地区社会福

祉推進協議会会長が委嘱する、社会福祉への理解と熱意のある住民ボランテ

ィアです。 

・ＤＶ／Domestic Violence（ドメスティック バイオレンス）の略称で、配偶

者や恋人など親密な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力のこと

です。 
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⑷ 障がい者（児）福祉 

 

① めざす姿 

自立した暮らしへの支援、社会参加の促進、安心できる暮らしへの支援、障がい児へ

の支援により、障がい者が住みなれた地域で、自立した暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 障がい者が、住みなれた地域で自立した生活を送るためには、身近な地域における活

動の場の確保や、保健、医療、福祉の連携により、ライフステージを通じて、障がいの

程度やニーズに応じた適切な医療や福祉サービスを受けられる体制づくりが必要です。 

 

2) 近年、障がい者が抱える課題が多様化しており、相談支援事業所の確保と事業所間の

連携、相談支援スキルや専門性の向上など、相談支援体制の充実が求められています。 

 

3) 働く意欲のある障がい者が、その適性に応じて能力を十分発揮できるよう、就労支援

を行う人材の育成、支援の質の向上など、更なる就労支援の充実を図る必要があります。 

 

4) 障がい者が、住みなれた地域で安心して生活できるよう、施設等におけるバリアフリ

ー化やユニバーサルデザイン導入の普及啓発はもとより、心のバリアフリーに視点をお

き、障がいを理由とする差別の解消の推進に取り組むとともに、地域住民との相互理解

を図る必要があります。 

 

5) 乳幼児期から学齢期以降まで、障がい児の年齢や能力、特性に応じた継続的な支援が

必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 障がい者（児）福祉に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：93％（2021）   目標値：93％ 

 

2) 就労移行支援と就労継続支援の実利用者数 

  基準値：482人（2021）  目標値：531人 
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④ 施  策 

1) 自立した暮らしへの支援 

障がい者が、住みなれた地域で自立した生活を営むことができるよう、障がい者や

その家族のニーズに沿った福祉サービスや相談支援体制の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 相談支援体制の充実  

  ◆ 生活支援サービスの充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 社会参加の促進 

就労に関する相談や就労に向けた訓練の実施、一般就労や福祉的就労など多様な就

労の場の充実を図ります。また、意思疎通支援などの社会参加支援の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 就労支援の充実  

  ◆ 雇用環境の充実  

  ◆ 社会参加支援の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 安心できる暮らしへの支援 

障がい者が、住みなれた地域で安心して生活できるよう、障がい者理解の促進や障

がい者の権利擁護のための支援体制の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 権利擁護の推進  

  ◆ 心のバリアフリーの推進  

 【主なＳＤＧｓ】 
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4) 障がい児への支援 

障がいの有無に関わらず全ての子どもが健やかに成長できるよう、保健、医療、福

祉、教育、就労支援機関等の関係機関と連携し、障がいの特性やライフステージに応

じた適切な支援を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 障がい児への支援  

  ◆ ひまわり学園の改築  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・福祉的就労／福祉サービス事業所等で福祉的な支援を受けながら就労するこ

とです。なお、「一般就労」は通常の雇用形態のことで、ここでは「福祉的

就労」に対する用語として使用しています。 
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⑸ 高齢者福祉 

 

① めざす姿 

生きがい・健康づくりの推進や自立した生活への支援により、高齢者が住みなれた地

域で、健康で生きがいをもった暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 高齢化が急速に進む中、要介護・要支援認定者、認知症高齢者やひとり暮らし高齢者

世帯等が増加し、地域全体で高齢者を支える地域包括ケアシステムの推進が求められて

います。 

 

2) 高齢者が、住みなれた地域で豊かな生活を送るためには、健康への意識を高める環境

づくりや、自分の能力を生かし積極的・意欲的に社会参加できる体制づくりが必要です。 

 

3) 高齢者が、安心して自立した生活を送ることができるよう、見守り事業や生活支援事

業、地域包括支援センター等における相談体制の充実、施設等におけるバリアフリー化

やユニバーサルデザイン導入の普及啓発が必要です。 

 

4) 地域医療と介護サービスの連携、認知症施策の推進などにより、地域全体で高齢者を

支える包括的な支援体制の充実が必要です。 

 

5) 本市が行う介護サービスは、民間事業者が参入しにくい地域を対象とした介護サービ

スの提供や困難ケースの受け皿等を担っていることから、今後も安定した運営が必要で

す。 

 

③ 目標指標 

1) 高齢者福祉に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：92％（2021）   目標値：92％ 

 

2) 前期高齢者における要介護認定率 

  基準値：2.63％（2021）  目標値：2.60％ 

  



第３章 第２期基本計画 第３節 分野別計画 ４ みんながあったかいまち 

89 

④ 施  策 

1) 生きがい・健康づくりの推進 

高齢者が住みなれた地域で、健康で、生きがいをもった暮らしが続けられるよう、

健康づくりや、社会参加の促進などに取り組みます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 介護予防の推進  

  ◆ 老人クラブ・シルバー人材センターへの支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 自立した生活への支援 

高齢者が住みなれた地域で、安心して自立した生活を送ることができるよう、医療

費の負担軽減、高齢者の見守りや生活支援、相談体制の充実に向けた取り組みを進め

ます。また、高齢者の特性に適した対応が図れるよう、在宅での医療・介護の連携や

認知症施策などにより、地域包括ケアシステムを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 在宅介護サービスの充実  

  ◆ 在宅医療・介護連携の推進  

  ◆ 認知症施策の推進  

  ◆ 地域包括支援センター等における相談体制の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・地域包括ケアシステム／地域の事情に応じて高齢者が、可能な限り、住みな

れた地域でその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

う、医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活への支援が包括的

に確保される体制です。 

・地域包括支援センター／保健師、社会福祉士、主任ケアマネージャーが配置

され、高齢者のくらしを地域でサポートする拠点として、介護、福祉、医療

などの様々な分野から総合的に支援していく機関です。 

・シルバー人材センター／高齢者の豊かな経験と能力を生かした社会参加を通

じて、健康の増進や生活の充実、生きがいづくりの促進を目的とした公益社

団法人です。 
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⑹ 社会保障 

 

① めざす姿 

社会保障制度の適正な運用や生活困窮者の自立への支援により、暮らしの安心が確保

されたまち 

 

② 現状と課題 

1) 高齢化や医療の高度化に伴い、医療費は増加していくと予想され、確実な保険料の納

付による国民健康保険や後期高齢者医療制度の安定した運営が求められています。 

 

2) 特定健康診査や特定保健指導の充実により、生活習慣病の早期発見や予防による将来

的な医療費の抑制が必要となります。 

 

3) 将来的な無年金者、低年金者の発生を防ぐため、市では、国民年金に係る年金相談や

啓発・指導など、年金に対する意識の向上を図っています。 

 

4) 生活保護世帯数の総数に占める高齢者世帯の割合は増加しています。 

 

5) 生活保護費のうち医療費扶助が約半分を占めており、高齢者世帯の増加と相まって、

生活保護費全体の増加が予想されます。 

 

6) 生活保護世帯は、高齢者世帯や母子世帯、障がい者世帯など、社会的に弱い立場にあ

り、生活保護に至る前の段階で、生活困窮者の自立に向けた相談・支援が必要となりま

す。 

 

③ 目標指標 

1) 社会保障に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：87％（2021）  目標値：90％ 

 

2) 生活困窮者自立支援事業におけるプラン作成件数 

  基準値：55件（2020）  目標値：70件 

  



第３章 第２期基本計画 第３節 分野別計画 ４ みんながあったかいまち 

91 

④ 施  策 

1) 社会保障制度の適正な運用 

国民健康保険や後期高齢者医療制度の健全で安定した運用により、適正な医療給

付・医療費助成に努めるとともに、年金制度の適正な情報発信や、窓口での相談業務

等の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 国民健康保険制度の適正な運用  

  ◆ 後期高齢者医療制度の適正な運用  

  ◆ 国民年金相談の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 生活困窮者の自立への支援 

生活困窮者の自立した生活を支援するため、生活保護制度などの適正実施に努める

とともに、関係機関との連携を強化し、包括的な相談支援体制の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 生活困窮者自立支援の推進  

  ◆ 生活保護の適正実施  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・社会保障制度／国民の生活の安定が損なわれた場合に、国民に健やかで安心

できる生活を保障することを目的として、公的扶助や社会保険等で生活を支

える制度です。 

・特定健康診査／国民健康保険の加入者を対象に実施する、メタボリック・シ

ンドローム（内蔵型脂肪症候群）に着目した健康診査です。 

・特定保健指導／特定健康診査の結果から、生活習慣病の発症リスクが高く、

生活習慣の改善が必要な方に対して指導を行います。 

・生活困窮者自立支援事業／生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図

るため、生活困窮者（現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持すること

ができなくなるおそれのある者）に対し、就労その他の自立に関する相談支

援、事業利用のためのプラン作成等を実施し、適切な関係機関につなぎ、連

携しながら支援するもの。 

  



第３章 第２期基本計画 第３節 分野別計画 ４ みんながあったかいまち 

92 

⑺ 人  権 

 

① めざす姿 

人権尊重や人権教育の推進により、市民一人ひとりがお互いを認めあう心をもつ、人

権意識の高いまち 

 

② 現状と課題 

1) 人権問題は、子ども、高齢者、障がい者に対する虐待、ホームレスや女性への暴力、

ＬＧＢＴＱへの偏見や差別、インターネットにおける差別的書き込み、災害や感染症の

発生に伴う差別的言動など、社会環境の変化とともに多様化・複雑化しています。 

 

2) 人権侵犯事件は後を絶たず、関係機関・団体等との連携・協力により、相談・救済を

はじめとする人権擁護体制の充実と周知を図るとともに、人権教育を推進する必要があ

ります。 

 

③ 目標指標 

1) 人権に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）   目標値：94％ 

 

2) 人権講座・研修会への参加者数 

  基準値：483人（2019）  目標値：600人 
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④ 施  策 

1) 人権尊重の推進 

各種情報媒体を活用した人権啓発を推進するとともに、相談体制の充実や関係機

関・団体等との連携・協力を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 各種情報媒体を活用した人権啓発の推進  

  ◆ 相談体制の充実  

  ◆ 関係機関・団体等との連携・協力の強化  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 人権教育の推進 

社会教育などの場において、人権教育を推進し、人権問題の正しい理解と認識を深

めることで、人権意識の高揚を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 講演会・講座等による人権教育の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・人権／誰もが生まれながらにもっている権利で、人間が人間らしく生きてい

くための誰からも侵されることのない基本的権利です。 

・ＬＧＢＴＱ／同性愛者（Lesbian、Gay）や、恋愛対象が女性にも男性にも向

いている両性愛者（Bisexual）、「身体の性」と「心の性」が一致しないト

ランスジェンダー（Transgender）、自らの性のあり方について特定の枠に

属さない人や分からない人等を表すクエスチョニング（Questioning）の頭

文字をとって組み合わせた言葉で、性的少数者（セクシャルマイノリティ）

を表す言葉の1つとして使われることがあります。 
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⑻ 男女共同参画・多文化共生 

 

① めざす姿 

男女共同参画や多文化共生の推進により、多くの市民が、性別や国籍にとらわれず、

お互いを尊重し、活躍できるまち 

 

② 現状と課題 

1) 性別に関する固定的な役割分担意識や無意識の思い込みによって、いまだ、様々な分

野において課題が残っています。 

 

2) 政策・方針決定の過程においては、男女が共に参画することが必要です。また、職業

生活における女性の活躍とともに、男性の仕事優先のライフスタイルの見直しなどワー

ク・ライフ・バランスの充実が求められています。 

 

3) 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、雇用面や生活面において特に女性に大

きな影響が出ています。 

 

4) 外国人市民と日本人市民との相互理解を深めるためには、外国人市民に対して日本語

や日本の習慣を学ぶ機会を提供するとともに、日本人市民も多文化共生への理解を深め

る必要があります。 

 

5) 日本に来て間もない外国人市民などには、多言語による相談体制や、「やさしい日本

語」を使用するなどの多様な方法による情報提供、防災意識の向上に向けた防災訓練の

実施が求められています。 

 

6) 外国人市民も地域での役割をもち、活躍できるような環境づくりが必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 男女共同参画に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：91％（2021）  目標値：91％ 

 

2) 多文化共生に係る取り組み対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）  目標値：94％  
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④ 施  策 

1) 男女共同参画の推進 

男女共同参画に関する意識の啓発や女性の活躍を推進するとともに、家庭や職場、

地域等において、男女がともに役割と責任を協力して担う意識の啓発を図ります。ま

た、女性が抱える様々な悩みに寄り添い、支援します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 男女共同参画に関する意識の啓発  

  ◆ 女性活躍の推進  

  ◆ ワーク・ライフ・バランスの促進  

  ◆ 女性に対する相談体制の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 多文化共生の推進 

日本語教育の推進や外国人市民への多言語対応の推進、互いの文化に触れる機会の

創出等により、外国人市民と日本人市民が互いに理解を深めるとともに、外国人市民

の活躍を促進し、多様性を生かして共生できる環境づくりを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 外国人市民の日本語教育の推進  

  ◆ 相談体制や情報提供の多言語対応の推進  

  ◆ 外国人市民と日本人市民の相互理解の促進  

  ◆ 外国人市民の活躍の促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・男女共同参画／男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社

会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均

等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、

ともに責任を担うことをいいます。 

・多文化共生／国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認めあい、

対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員としてともに生きていく

ことです。 

・ワーク・ライフ・バランス／一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働

き、家庭や地域生活においてもライフステージに応じた多様な生き方が選

択・実現できる、仕事と生活の調和がとれた状態のことです。 
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５ みんなが成長するまち（人づくり） 

 

⑴ 子育て支援 

 

① めざす姿 

母子保健サービスや保育・幼児教育、子育て支援、子育て支援拠点等の充実により、

安心して子どもを生み、楽しく子育てができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 妊娠・出産・子育て期の親子の健康を守る各種母子保健サービスの充実により、妊娠

から子育てまで切れ目のない支援体制の構築が求められています。 

 

2) 家族形態、就労形態、ライフスタイルの多様化等により、乳児保育、延長保育、一時

預かり、病児保育など、子育て支援のニーズは多様化しています。 

 

3) 3歳未満児など高まる保育ニーズに対応するため、保育士の確保などにより、園児の

受け入れ態勢の充実を図る必要があります。 

 

4) 昭和40～50年代に建設した園舎の建替を順次進めていますが、少子化の進展等による

園児数の減少、保育ニーズの動向などを踏まえ、今後の公立園の整備・運営方針を検討

する必要があります。 

 

5) 核家族化の進展、地域のつながりの希薄化が進む中、子育てに不安や孤立感を感じて

いる保護者に対し、地域や社会が寄り添うことで、子どもと向きあう環境を整え、子ど

もだけでなく親の成長も支援していく必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 子育て支援に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：88％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 未就学児の保育所等利用率 

  基準値：68％（2021）  目標値：73％ 
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④ 施  策 

1) 母子保健サービスの充実 

安全で安心な妊娠や出産、乳幼児の成長支援や病気等の早期発見のため、健康診査

や乳児家庭への訪問など母子保健サービスの充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 妊産婦健康診査の充実  

  ◆ 乳幼児健康診査の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 保育・幼児教育の充実 

保育者の確保・定着促進や、保育・幼児教育の場の提供、保幼小の連携等により、

保育・教育の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 保育人材の確保及び定着促進  

  ◆ 保育・幼児教育の場の提供  

  ◆ 公立園の整備・運営方針の検討  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 子育て支援の充実 

保育料の無償化や医療費の軽減により子育て世帯の経済的支援を行うとともに、保

護者が病気等の緊急時に利用できるサービスや子どもの居場所づくり等、市民との協

働により子育て支援の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 子育て世帯への経済的支援  

  ◆ ひとり親家庭への支援  

  ◆ 留守家庭児童教室の充実  

  ◆ 子ども食堂への支援  

 【主なＳＤＧｓ】 
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4) 子育て支援拠点等の充実 

子育てに関する相談・情報提供機能や交流の場の充実を図り、子育て家庭の育児不

安や孤立感の解消を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ ＩＣＴ等を活用した情報提供体制の充実  

  ◆ 親子の交流の場の充実  

  ◆ 利用者支援の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・保幼小の連携／幼児が小学校の環境に適応し、円滑に就学することができる

よう、各校区に保幼小連携協議会を開設するなど「保幼小の連携」を推進し

ています。 

・利用者支援／子育て家庭にとって身近な場所で相談に応じ、その個別のニー

ズを把握して、適切な施設やサービス等を円滑に利用できるよう支援するこ

とです。 
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⑵ 青少年健全育成 

 

① めざす姿 

健全な青少年の育成や青少年育成施設の充実により、子どもを育むための学習機会や

家庭教育が充実した、地域ぐるみで青少年を育てるまち 

 

② 現状と課題 

1) 家族形態や就労形態の多様化、地域のつながりの希薄化などにより、家庭・地域にお

ける教育力が低下しています。 

 

2) スマートフォン等の多様なメディアの普及に伴い、青少年がインターネット上のトラ

ブルや被害・問題行動に関与する機会が増加しています。 

 

3) 自然体験活動等が少なくなっている青少年に、様々な体験や学習の機会を提供してい

く必要があります。 

 

4) 子どもが健やかに育つための環境づくりとして、学校や家庭、地域が連携・協力し、

地域ぐるみで子どもを守り育てる体制づくりが必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 青少年健全育成に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）   目標値：94％ 

 

2) 青少年健全育成研修会の実施団体数 

  基準値：22団体（2019）  目標値：22団体 
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④ 施  策 

1) 健全な青少年の育成 

少年リーダーの育成や子ども会活動等に取り組む青少年団体への支援や、地域の活

動や異年齢交流などの促進を図るとともに、地域ぐるみによる子どもの健全育成や家

庭教育の推進に努めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 青少年活動団体等への支援  

  ◆ 非行防止活動の充実  

  ◆ 家庭教育の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 青少年育成施設の充実 

青年の家などの青少年育成施設の利用促進を図るとともに、体験活動や親子とのふ

れあい活動を推進する施設の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 青少年育成施設の利用促進  

  ◆ 青少年育成施設の整備  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・少年リーダー／子ども会を中心として地域で活動するインリーダー（小学校

高学年）やジュニアリーダー（中学生・高校生）のことです。 
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⑶ 学校教育 

 

① めざす姿 

学力向上の推進や健全な心と体の育成、多様なニーズに応じた教育の推進、教育環境

の整備により、充実した学校生活を通して、健やかな心と体をもつ子どもが育つまち 

 

② 現状と課題 

1) 一人ひとりの子どもが、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることが求められています。 

 

2) 学校の伝統や地域性を生かした特色ある教育活動や、学校環境の整備を行うとともに、

開かれた学校運営に努め、学校、家庭、地域が協働した教育環境づくりが必要です。 

 

3) 学校教育では、確かな学力定着や、豊かな人間性の育成、健やかな体づくりなど、「知・

徳・体」の調和のとれた子どもの健全育成を目指していく必要があります。 

 

4) 障がいのある子どもや外国人の子どもなど、特別な配慮を必要とする子どももそうで

ない子どもも、一人ひとりの教育的ニーズにあわせた適切な指導や支援が必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 学校教育に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：89％（2021）   目標値：90％ 

 

2) 授業の内容がよく分かる子どもの割合 

  基準値：79.6％（2021）  目標値：83.0％  
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④ 施  策 

1) 学力向上の推進 

保幼小連携や小中一貫教育の推進により学力向上を図るとともに、国際社会で活躍

できる人材の育成を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 英語教育の充実  

  ◆ 少人数指導の推進  

  ◆ 教員の指導力向上  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 健全な心と体の育成 

いじめ防止の促進や子どもの権利をふまえた道徳教育、人権・同和教育、健康教育、

学校体育、ふるさと教育等の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 道徳、人権教育の充実  

  ◆ 子どもの体力向上  

  ◆ ふるさと大垣科の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 多様なニーズに応じた教育の推進 

特別な配慮を必要とする身体・知的・発達などの障がいのある子ども、外国人等の

子ども、医療的ケア児への支援の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 特別支援教育の充実  

  ◆ 外国人の子どもへの支援  

 【主なＳＤＧｓ】 
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4) 教育環境の整備 

教育施設・設備の整備やデジタル技術の活用等により、ハード・ソフトの両面から、

安心して教育を受けられる環境づくりを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 学校施設及び設備の整備  

  ◆ プログラミング教育の推進  

  ◆ 上石津義務教育学校の整備  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・医療的ケア児／日常生活および社会生活を営むために恒常的に、人工呼吸器

による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為を受けることが不可欠である児

童を言います。 
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⑷ 生涯学習 

 

① めざす姿 

生涯学習や社会教育の推進、図書館の充実により、子どもから高齢者まで、生涯にわ

たり学び続けることができ、生きがいをもって活動的な暮らしができるまち 

 

② 現状と課題 

1) 人生100年時代をより豊かに生きるため、生涯にわたって自ら学習し、自己の能力を

高めることが大切です。 

 

2) 社会参加などを通して、自己実現や生きがいを実感できるまちづくりを推進していま

す。 

 

3) 自身の知識や経験などを、様々なまちづくり活動に生かすとともに、その活動を通し

て交流を深めることで、生きがいや自信の創出を促進していく必要があります。 

 

4) 地域の抱える課題に対し、地域住民が主体となって解決に取り組めるよう、学習機会

の充実を図る必要があります。 

 

5) 図書館は、図書や情報、郷土資料を、収集・保管・活用する機関として、多様化する

市民の生涯学習ニーズに対応するとともに、子どもを含めたすべての市民が自主的な読

書活動に取り組める環境を整備する役割が求められています。 

 

③ 目標指標 

1) 生涯学習に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）     目標値：94％ 

 

2) 個人図書貸出利用者数 

  基準値：171,921人（2021）  目標値：173,600人 
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④ 施  策 

1) 生涯学習の推進 

各種講座の充実を図るとともに、市民講師の育成や生涯学習バンクの運用等により、

学習機会と交流の場の創出を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 生涯学習講座の充実  

  ◆ 生涯学習バンクの運用  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 社会教育の推進 

地区センター等を拠点として、地域の課題解決に向けた学習機会の充実を図るとと

もに、地域主体による学校支援活動の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 地域の課題解決に向けた学習機会の充実  

  ◆ 地域の学校支援活動の充実  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 図書館の充実 

読書活動の拠点として、資料や情報の収集・保管・活用を図るとともに、図書館機

能を生かし、日々の暮らしに役立つ情報や、市民の多様な生涯学習ニーズに適切に応

えられるサービスを提供します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 図書館施設の充実  

  ◆ 図書資料の整備と充実  

  ◆ 歴史文化資料の保存と活用  

  ◆ 読書活動の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・生涯学習バンク／生涯学習団体・サークルに関する情報を登録し、市民に登

録情報を提供するため設置しています。 
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⑸ 生涯スポーツ 

 

① めざす姿 

生涯スポーツや競技スポーツの振興、スポーツ環境の充実により、子どもから高齢者

まで、生涯にわたりスポーツを身近に感じ、スポーツを楽しめる環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) スポーツは、心身の健康の保持増進をはじめ、地域の交流を促進するなど、社会生活

の中で多様な役割を担っており、その重要性はさらに高まっています。 

 

2) スポーツを通じて生涯にわたり健康で豊かな生活を送れるよう、市民がスポーツに親

しむことができる環境づくりを進めています。 

 

3) スポーツ活動をより充実させるため、（公財）大垣市体育連盟等と連携して、競技力

の向上に努めるとともに、スポーツへの関心を高める事業も展開しています。 

 

③ 目標指標 

1) 生涯スポーツに係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）      目標値：94％ 

 

2) 体育施設等利用者数 

  基準値：1,399,410人（2018）  目標値：1,444,500人 
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④ 施  策 

1) 生涯スポーツの振興 

ライフスタイルや年齢、体力、技能、目的等に応じて、子どもから高齢者までスポ

ーツに親しみ、またスポーツを通じた交流ができるよう、コミュニティスポーツ等の

充実を図るとともに、スポーツへの関心を高める取り組みを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ コミュニティスポーツの充実  

  ◆ 少年期のスポーツ活動の振興  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 競技スポーツの振興 

スポーツ団体への支援や指導者の育成等により、競技スポーツの振興を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ スポーツ団体への支援  

  ◆ 指導者育成への支援  

  ◆ 国際大会出場選手の育成支援  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) スポーツ環境の充実 

体育施設等の整備・充実を図るとともに、学校体育施設を開放することで、スポー

ツを楽しむことができる環境づくりを推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 体育施設等の整備・充実  

  ◆ 学校体育施設の開放  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・コミュニティスポーツ／身近な地域で行われるスポーツのことです。 
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⑹ 文化振興 

 

① めざす姿 

芸術文化の振興や文化財の保護・活用、ふるさと文化の高揚により、芸術文化や歴史

に親しみ、ふるさとに愛着と誇りを感じられる環境が整ったまち 

 

② 現状と課題 

1) 豊かな感性・創造力・表現力と多様な個性の醸成を図っていくため、次代を担う子ど

もたちが芸術文化にふれる機会を充実していく必要があります。 

 

2) 2016年（平成28年）12月に、「大垣祭の軕行事」を含む「山・鉾・屋台行事」がユネ

スコ無形文化遺産に登録されました。 

 

3) 郷土の大切な文化財を指定等により保護するとともに、学校や地域等と連携を図りな

がら活用することで、次代へ伝えていくことが必要です。 

 

4) 郷土の多様な伝統文化を保護し、次代へ継承するため、保存会や保護団体等といった

担い手の育成と支援が必要です。 

 

5) 郷土への愛着と誇りを高めるため、郷土作家の作品の収集・保存、先賢の偉業に関す

る調査・研究等を実施するとともに、公開・活用を通じて、後世に継承していく必要が

あります。 

 

③ 目標指標 

1) 文化振興に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：94％（2021）     目標値：94％ 

 

2) 芸術・歴史文化施設利用者数 

  基準値：936,547人（2018）  目標値：962,000人 
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④ 施  策 

1) 芸術文化の振興 

質の高い芸術文化に触れる機会の充実や、子どもの頃から芸術文化にふれる機会の

創出を図るとともに、芸術文化団体等との連携強化や、芸術文化施設の充実等を図り

ます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 多様な芸術に触れる機会の創出  

  ◆ 芸術文化団体との連携強化  

  ◆ 俳句文化の振興  

  ◆ 芸術文化施設の整備  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 文化財の保護・活用 

文化財の保護・活用を図るとともに、「大垣祭の軕行事」をはじめとする伝統文化の

保存伝承や後継者の育成を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 伝統文化の保存及び伝承への支援  

  ◆ 文化財の保存及び公開・活用  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) ふるさと文化の高揚 

郷土作家等の作品・資料等の収集や、先賢の偉業の顕彰と後世への継承、郷土の歴

史や文化財等に親しみ学ぶ機会の充実を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 郷土作家等の作品、資料等の収集及び公開・活用  

  ◆ 先賢の偉業の顕彰  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・ユネスコ無形文化遺産／国連教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産

保護条約に基づき、人から人へと継承される芸能や祭礼等を対象に登録され

る文化遺産です。 
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６ みんなが主役のまち（市民協働） 

 

⑴ 市民協働 

 

① めざす姿 

市民協働の推進や地域自治活動の促進により、市民一人ひとりが主体的にまちづくり

に参加できるまち 

 

② 現状と課題 

1) 社会経済情勢の変化等に伴い、様々な分野において地域特有の課題が顕在化していま

すが、そのすべてを行政サービスで対応することは難しくなっています。 

 

2) 地域の課題解決に着手する地域住民組織やＮＰＯなどが多数誕生し、行政は、これら

の団体との協働・連携によるサービスの提供が求められています。 

 

3) 市民自らが地域社会をより良くするために主体的に取り組んでいけるよう、市民意識

の向上や社会参加を促進していく必要があります。 

 

4) 市民活動、地域活動の活性化に向け、市民や市民活動団体、自治会などの地域住民組

織、事業者など多様な主体が地域社会の一員として活躍できるよう、相談窓口や活動拠

点の充実に努め、各主体を結ぶネットワークづくりを進める必要があります。 

 

③ 目標指標 

1) 市民協働に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：96％（2021）    目標値：96％ 

 

2) 市民活動団体登録数 

  基準値：273団体（2021）  目標値：291団体 
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④ 施  策 

1) 市民協働の推進 

市民活動団体や市民活動、ボランティア活動、地域活動についての情報提供により、

市民協働に対する市民意識の向上や活性化を図るとともに、市民活動団体等への支援

や協働事業を推進します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 市民活動団体への支援  

  ◆ 市民活動団体との協働事業の推進  

  ◆ 市民活動団体間の連携・協力の促進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 地域自治活動の促進 

市民活動や地域コミュニティの拠点となる地区センター等の充実に努めるととも

に、地域住民組織の自主的な活動への支援等により、地域自治活動の活性化を促進し

ます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 自治会活動への支援  

  ◆ 地区センターの整備  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

          ※ 用語解説 

・ＮＰＯ／Nonprofit OrganizationまたはNot-for-Profit Organizationの

略で、非営利での社会貢献活動や慈善活動を行う市民団体のことです。 

・地域コミュニティ／地域住民の生活の場において、教育、スポーツ、まつり

などに関わりあいながら、住民相互の交流が行われている地域社会・集団の

ことです。 
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⑵ 行政経営 

 

① めざす姿 

開かれた行政や行政資源の最適化及び効率化の推進、地方分権への対応により、市民

に信頼される持続可能な西美濃地域の中心都市 

 

② 現状と課題 

1) 公正で透明な市政運営及び市政の説明責任を果たすため、適切な情報提供と情報公開

を進めるほか、2021年（令和3年）11月より、市長や職員が市役所を飛び出し、市民が

多く集まる場所で行政サービスを提供するほか、市民にとって身近な場所での意見交換

を実施しています。 

 

2) 公共施設等の多くは建設してから相当期間が経過し、これらの老朽化が進んでいるこ

とから、数十年後には更新等が集中する時期を迎えます。 

 

3) 人口減少・少子高齢化の進行による公共施設等の利用需要の変化等を踏まえ、長期的

視点をもって統廃合を含めた配置見直しと長寿命化に取り組む必要があります。 

 

4) 持続可能な行政運営に向け、市民サービス向上と行財政改革をバランスよく推進する

ことが求められています。 

 

5) 2014年（平成26年）には「まち・ひと・しごと創生法」が公布され、地方創生が本格

化し、地方が国を支え、行政の主役となる時代となっています。 

 

6) 西美濃地域の中心都市として、周辺自治体をパートナーとし、互いの特徴や強みを生

かした連携を図る必要があります。 

 

7) 持続可能なまちづくりにあたっては、2015年（平成27年）に国連サミットで採択され

たＳＤＧｓを共通言語として、市民はもとより、企業や高等教育機関など様々な主体と

の連携を図ることが必要です。 

 

③ 目標指標 

1) 行政経営に係る取り組みに対する市民満足度 

  基準値：89％（2021）           目標値：90％ 

 

2) 市ホームページアクセス総件数 

  基準値：5,959,788件（2015～2019平均）  目標値：6,400,000件 
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④ 施  策 

1) 開かれた行政の推進 

広報紙やホームページ、ＳＮＳ等の広報活動の充実を図るとともに、政策等の形成

過程におけるパブリック・コメント等の実施により、市政への多様な市民ニーズの把

握に努めます。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 広報活動の充実  

  ◆ 市政への市民意見の反映  

  ◆ 飛び出す市役所の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

2) 行政資源の最適化及び効率化の推進 

公共施設等総合管理計画に基づく公共施設等の統廃合・長寿命化などの計画的な推

進、適正な公共調達、行政改革の推進、デジタル技術の利活用等により、行政資源の

最適化及び効率化の推進を図るとともに、市民サービスの利便性の向上を目指します。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 公共施設等総合管理計画の推進  

  ◆ 予算の最適配分と適正執行  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

 

3) 地方分権への対応 

身近なサービスが可能な限り市役所にて受けられるよう、権限移譲の受け入れを進

めるとともに、西美濃地域の周辺自治体をはじめ、企業や高等教育機関など、様々な

主体との連携を図ります。 
 

 【主な取り組み】 ◆ 権限移譲等への対応  

  ◆ 広域連携の推進  

  ◆ 大学等との連携の推進  

 【主なＳＤＧｓ】 

   

 

          ※ 用語解説 

・ＳＮＳ／Social Networking Service（インターネット上で個人同士が繋

がれるような場所を提供するサービス）の略称です。 

・パブリック・コメント／市政の基本的な計画、条例等を立案する過程におい

て、案の趣旨や内容を公表し、市民から提出された意見を考慮して意思決定

を行うものです。 

・権限移譲／国や都道府県の行政事務を市町村が担うことです。 
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